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ご挨拶
(社)日本外洋帆走協会

会長石原慎太郎

丙

新年おめて識とうございます。今年もNORC会員のみな

さまにとって，良い風と良き航海に恵まれた年でありま

すよう願っています。
へ

今年は，いよいよアメリカズ・カップ。が開催され、我

がニッポンチヤレンジの動向が大いに気になるところで

す。心から健闘を祈りましょう。

かねてよりの懸案て，ありました,JYAとの諸問題も，

今年は大詰めを迎え，良き方向へ進むことと思います。

NORC会員数も，毎年少しずつで､はありますが増え

続け,現在4,600余を数えます｡みなさまの深いご理解の

賜物と感謝しております。

今後とも充実した協会,クラブとして,発展を願ってい

ます。

私も仕事の間をぬって,レースやセイリングを楽しみた

いと思っております。また海でお会いしましょう。

会員みなさまの,ますますのご健康と，ご安航を祈りま

す。

－

〆

、
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新しい外洋ヨットの幕開け
（社)日本外洋帆走協会

副会長大儀見菫

ざ

1992年は，ク守ローバルな激動と地球規模の大がかりな

新しい政治・繕斉の基本的枠組みを作り出す年となりそ

うだが，ヨットの世界でも新しい時代へ向かって，新し

い土俵と新しい枠組み作りが急速に進もうとしている。

ヨットの世界にとって1992年は文字通り歴史の節目とな

る画期的な年となるだろう。

アメリカズ･カップ･力噺しいクラスを使って初めてサン

ベィエゴて畿行われ，日本もNORCをチャレンジ・クラ

／として初参加する。これだけでも画期的なことだが，

新しいクラスと新ルールの採用，チャレンジャーの合意

を基本とするレース運営全般にわたるI1'し合わせ，現代

のヨットを充分代表で､きるニュー・ポートの採用など，

艇自体がハイテクの新しい艇である，名実共にアメリカ

ズ・カップ･の新時代の幕開けとなっている。

ニッポン・チャレンジの3号艇が本番のチャレンジャ

ー・シリーズにいよいよ登場するという新春早々の劇的

な場面が展開されるが，アメリカズ・カップ。自体につい

ての詔町は割れるとしても，この艇とチームが日本ヨシ

｜､の最高の到達点であることは間違いない。心置きなく，

存分に，この「二番がい､」真剣勝負の世界でカップ･を

取って来てもらいたいものだ。そして我が日本の中心，

東京湾のド真ん中で次回のアメリカズ・カップ･が展開さ

れれば，こんな素H青らしいことはない。

日本の近代化,産業革命は1853年にペリー艦隊の黒船

ヘョックがキッカケで始まった｡｢蒸気船たった四はいてﾞ

，父も眠れず」と当時うたわれたペリーの黒船はアメリカ

の捕鯨船団のための補給基地を要求することを口実にし

たものだったことは，昨今の日本の捕鯨禁止を求めるア

メリカの動きに照らして見ると皮肉なことではある。鼻

息の荒い，このアメリカ艦隊に海の王者としての自負を

持たせ勢いをつけさせた一つの要因が，ペリーが浦賀に

やって来る2年前の1851年に「アメリカ」号が，それま

で七つの海を支配していた大英帝国の本拠地になぐり込

み，そしてアメリカズ．（と後で名付けられた）カップ。を

奪い取って来た歴史的な快挙だったことは間違いない。

あれから140年，日本は産業立国「追い付け，追い越

せ」と，近代化路線をわき目もふらず突走って来たわけ

だが，その緬斉・産業育成一点張り「近代化」路線が，

今の働き蜂日本一外国からは「ワーカホリック」と恐れ

られる日本につながっている。そしてその一つの結果と

して，世界中の主要先進工業国の産業港湾で，船遊びが

実質的に締め出されているのは東京湾だけという悲しい

現実を生み出してしまった。

「ニッポン」がアメリカズ・カップ。を日本に待ち返っ

て，次は東京湾だ，ということになれば，東京湾も日本

の海も「アメリカズ･カップ。，たった一杯て譲夜も遊べる」

海になるだろう。正)lの正夢て叡あって欲しいものだ。

さて,外洋ヨットの世界も新しいルール,新しい枠組の

構築が決定的となるのが1992年て、ある。昨年末のORC

の年次総会は,IORの急速な衰退という深刻な事態を

前にして，例年になく緊迫した会議となり，世界の外洋

ヨット界が一一ヨシ|､マンは勿論のこと，レースの主催

者，またスポンサー，関連代理店等々も含めて－－大き

ぐ注'三|する総会となった。

ORCに登録されている世界のIOR艇の総数は約

3500隻と報告され,前年に比べて約1500隻減マイナ30

％以上という実状であり，反面IMSはその本格的な世

界的展開は未だこれからで､あるにもかかわらず，約4800

隻となり，総数でIOR艇を超えたばかl)で､な<,その

伸び率も前年比で40%近いという状況となっている。

しからぱ，これてゞIORの時代が終わり,IMS全盛

の新しい時代になるのかといえば，そうではない所に問

題の難しさがある。だからこそ,1991年末のORC大会

が注目され，また，その結果が大きくこれからの外洋ヨ

シ|､界の発展とあり方に影響を与えることになるのだと

いえる。

ORCは1985年末の大会でIORと平行して,IMS

を採用することを決定し，翌年の1986年にIMSの全面

的な推進を打ち出したのであり，本年でIMS本格化が

6年目ということになる。

この間,IMSが理解されるにつれ，多少もたついた

助走期間を経て，急速に世界的なスケールで取り入れら

※17頁へ続く
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新春を迎え，謹んで最良の年である

ことをお祈り申し上げます。

アメリカズ・カップ･への挑戦はい

よいよ1月25日からサンディエゴの

沖て翻火蓋を切ることになります。

このチャレンジャーシリーズ(ルイ・

ヴィトンカツフ。)は総当り戦を3回，

その後上位4チームによる準決勝総

当り戦を3回，そして上位2チーム

によるチャレンジャー決勝戦が，7

戦4先勝という形で行われます。

マッチレース数は延べ150回を越

え，各国チームはl戦l戦一喜一憂

のドラマを3ケ月余の間展開するこ

ととなります。

ニッポンチャレンジアメリカ杯1992

委員会は，この初陣を迎えるにいた

るまて穣に4年10ケ月を費やしたこと

になります。1987年4月幣委員会を

発足し，シンジケート基礎体制作り

を中心に活動一①スポンサー＆サプ

ライヤーへの協力依頼②艇建造の

ための研究・開発組織一船型委員会

を発足③クルーの一般公募，選考

会，合宿開始④認知，理解を広げ

るためのPRキャンペーンの開始一

と第一歩を振り返れば，「暗く長い

トンオ､ルの前に立ち，歩き出した心

境」が思い出されます。

その後，日本の企業はすばらしい

と実感をしたのは88年末30社目の

スポンサーの協力にメドが付いた時

です。「異業種30社の協力｣は，単に

好景気がもたらしたものではありま

せん。各企業の挑戦（アメリカズ・

カップ｡の意味て､､なく）に対するスピ

リットを我々は実感することが出来

たのです｡多くのサプライヤー社(商

品及びサービスの提供）の姿勢も熱

く，技術面て．の協同開発を多数作り

あげるという好結果を生み出しまし

た。コマーシャルとして，また商品

開発として到底採算に合うものでな

いと，支援企業は当初から理解した

挑戦でした。

ヨットに対して本格的研究実績が

過去にない日本事情ではありました

が，まずタンクテス|、（水槽実験）

に使用する自動帆走状態曳航装置を

世界に先駆けて完成させ，高精度の

データの分析が開始されました。こ

れはVPP(速度予測プロク令ラム）

を作り上げる上て重要なポイントと

なっています。また，揚力を作り上

げるセールは，トンネルテスト（風

洞実験）を使い，広分力のデータ解

析からスター|､することになりまし

た。その他にも，カーポンファバー

の工法開発，構造解析，など長期に

渡る研究とスーパーコンピューター

を駆使しての分析は,90年4月に1

号艇，9月に2号艇，そして91年11

月に3号艇と3隻の｢NIPPON｣を

建造し終えたのて､す。

乗り手は平均身長181.7cm平均体

重87kg,22名が1月25日の初陣を迎

えるため，最終トレーニングに入っ

ています。合宿期間4年3ケ月，辺

海外遠征35回，毎朝6時30分からフ

イジカルトレーニング,8H韓月食9

時ミーティング,10時30分Doukout

（出港）セーリングテスト，クルー

パフォーマンスetc,17時帰港,19時

夕食，この連日のトレーニングは長

期プロク､ラム，そして短期プログラ

ム,2weekフ･ログラム,dayプログ

ラムと綿密な流れの中て取り組まれ

てきました。

すでに，全員のコンセントレーショ

ンは整いつつあります｡｢夢の実現へ

向けて．…．．｣。

是非，現地サンディエゴで私ども

のセーリングを楽しみにご来訪下さ

い。そして熱い声援をお願いいたし

ます。

ニッポンチャレンジアメリカ杯1992

委員会事務局
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ノンマリン”遭難に関する緊急報告“マI一

を拝察するにまことに痛恨のきわみを発足させました。今回の事故原因

であl)ます。の調査究明に取り組むつもりであり

この事故の概要は下記のとおりでます･調査結果の詳細は出来るだけ

ありますが，本協会といたしまして早い時点に，遂一発表したいと考え

はM.M.事故調査対策委員会（委ております。

員長大儀見薫･副委員長清水榮太郎）専務理事清水榮太郎

|f'lかつたが,291112:30頃，スクリュ後も巡視艇2隻，航空機4機で行わ

－にロープを絡めてしまい，航行不れたがライフジャケット1ケと船体

嚇息熟隣$期I辨鯆瀞詩賦語
が15:00頃現場に到着し,曳航を試み手がかりはない。

たが，ロープが切れた。“みずほ”死者・行方不明者は次の通り。

はll没を前に監視体制に入ったとこ［死亡]l｣I村俊太氏(42才),末廣義

ろ,31日3:20頃"マリンマリン"の灯火一氏(38才),榎本清武君(21才),

を見失い，無線も跡絶えた。菊地耕司君(18才)。

|W110:20頃,海上保安庁の捜索機が転［行方不明]市川調了氏(31才),'|!

覆している“マリンマリン”を発見，川智博君(18才),塩田寿哉氏(31

“みずほ”の特殊救難隊が直ちに救才)，加門信氏（35才)。

肋に向かい，ラダーにしがみついて‐-------------------------------

贈鯉賭轍憾諏速報
容した。‘‘みずほ"は遺体収容作業中1月25日16:00父島から230km南南

に“マリンマリン”の船体と接触し，東の海上で"TAKA"の乗組員・佐

船体は2つに分|析され，2遺体が浮野三治氏(31才)が英国船に救助され

上した。さらに’遺体を収容したが，た。詳細は次号でお知らせします。

船体は間もなく沈んだ｡捜索はその（1月28日現仏

“トーヨコカッフ"JAPAN-

GUAMヨットレース'92''において"マ

リンマリン”が遭難し，生存者2名

死者4名行方不明者4名（1月20日

現在）という大事故が発生しました。

御家族をはじめ関係各位の御悲嘆

新聞等の*|埴で熟知されていると

思いますカミ“|､一ヨコカップJAPAN

-GUAMヨットレース'92"におい

て，参加艇の"マリンマリン"(YO

K39)は生存者2名，死者4名，行

方不明4名を出す大惨事に兄まわれ

ました。

1991年12月26日12:00油壺沖をG

UAMにlfilけて出発した“マリンマ

リン"より12月27日15:39青ケ島の東

約27マイルの海上て祷，クルーの市川

詞了さん力落水，「マリンマリン｣は

直ちに“メーデー”を発信し捜索に

入った。通報を受けた第3管区海上

保安庁の巡視艇“うらが”が現場に

急行し,281111:00頃｢マリンマリン」

と合流した。「うらが｣は船酔いのひ

どい佐藤美帆さんを収容した。

その後“うらが”は日没まて捜索

を続け，“マリンマリン"は八丈島へ

｡

ﾄー ﾖｺｶｯプジﾔバﾝー グｱﾑﾖｯﾄﾚー ｽ'92成績
レース委員長

尾島裕太郎

STARTTIME26/12/91公式距離(D)1,33MIORDIVISION

鋼呼
YACHTNAME|S.No｣TYPEIOWNERIGPHIARRV.Tm唖|ET CT

勝彦

俊太

清

MARISHITEN

MARINEMARINE

HALFTIME

武田

山村

朝河

６
１
１

２
５
０

８
０
０

３
４
３

Ａ
Ａ
３
３
９
５
畑
畑

８
Ｙ
Ｙ

６
０
０

伽
砿
砿

Ｎ
Ｙ
Ｙ

5dl2h41m29s

8dOlh39m54s

5dl2hllm29s

5dO6h25m39s

７
１
３

３
１
９

９
０
５

６
３
２

1/100:41:29

DNF

1/313:39:54 21］

IMSDIVISION

CT|着||M|修正YACHTNAMEIS.No｣TYPEIOWNERIGPHIARRV.TⅢ唖|ET

山内

金田

石原

稲葉

水川

石川

広光

直己

慎太郎

文則

秀三

幸久

KITTY

MEISEIR

CONTESSAX

LUCKYLADYV

TAKA

MOREJOYSIETE

２
０
８
１
８
６

４
３
８
９
２
８

３
２
１
５
３
３

３
４
４

VDS71

ELLIOTT12m

FRERS48

SAYER12m

LIBETY47

BNT41S5

DNF

l/204:54:50

DNF

1/205:08:20

０
６
５
４
３
６

１
４
７
７
７
０

６
５
５
７
０
４

５
５
５
５
６
６

6dl6h54m50s 6dl6h54m50s 112

6dl7hO8m20s 6dlOh23m42s 211

1/316:25:37 8dO4h25m37s 7dOOh33m41s 3113

なお,MARISHITENより無線通信運用についての救済願いが目下出ています。
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The"力α噂totheeveryforeiqnyachtclubs.
NORC会員の皆様あけましてお

めでとうございます。今年は日本が

アメリカズカッフ･に初めて挑戦する

記念すべき年です。又昨年，日本ブ

ルーチームが勝ち取った

KENWOODCUPのディフェンデイ

ンクﾞチャンピオンとして，再びハ

ワイへ乗り込む年て､､もあります。

オフショア編集部て､､は，こうした

一本艇が海外て活躍する機会が増え

てきており，又ジャパンカッフ｡には

大勢の外国人セーラーが来日する様

になった事て．もあり，海外のヨシ|、

クラブとコンタクトを取っていく4ギ

になりました。とりあえずその準備

として，昨年の6月号から前月号の

一部を英訳して載せ始めています。

英訳もNORC会員の方にボランテ

ィアて､､行っていただけています。

こうした試みを続ける事により，

海外からホットニュースが編集部に

飛び込んでくるHを待ちたいと思い

ます。

今年はとりあえず下記のヨットク

ラブにオフショア誌を送付する事に

しました。いずれのクラブも日本艇

～何らかのレースで御世話になった
ところぱかりて､す。

HAWAllⅧCHTCLUB

61

輻
武
γ
陣
１
廿
引

鞆

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｊ
‐
Ｉ
ｌ
１
Ｊ
１
４
Ｉ
１
１
恥
野
冊
腓
鐸
，
一
》

Ｉ
４
ｉ
１
１
ｉ
１
Ｉ
ｌ
４
ｆ
１
ｆ
１
１
ト
ー
声
．
６
か
‐
１

画
ｆ
喝
・
荘
１
‐
崎
Ｊ
Ｉ
ｌ

KENWOODCUP

HEADQUARTER

HAWAllⅧCHTCLUB

Citv/Countrv SupportRaceYachtClub OfficialName

ａａｒ ｒ

Ｋ
Ｋ
弘
弘
弘
弘
弘
弘
卿

Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ａ

／
／
／
／
／
／
／
／
／

１
Ｓ
Ｓ
・
ｌ

Ｓ
Ｃ
Ｃ
ｎ

ｅ
‐
１
．
１
Ｏ

Ｏ
Ｏ
ｊ
ｔ

輌
如
艸
仙
仙
錘
睡
睡
》

Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｓ
Ｓ
Ｄ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
釘
麺
ａ

ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
Ｓ
１
１
‐
、

ADMIRAL'SCUP

ADMIRAL'SCUP

KENWOODCUP

KENWOODCUP

KENWOODCUP

TRANSPACRACE

S.FBIGBOATSERIES

SINGLEHANDRACE

SOUTHERNCROSSCUP

SYDNEY-HOBERTRACE

MELBORUN-OSAKARACE

WORLDMATCHRACE

CHINASEARACE

GUAMRACE

RoyalOceanRacingClub

RoyalYachtSquadron

RoyalHawaiianOceanRacingClub

HawaiiYachtClub

WaikikiYachtClub

LongBeachYachtClub

St.FrancisYachtClub

SanFranciscoYachtClub

CrusingYachtClubofAustraria
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Ｒ
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Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
Ｃ
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Ｃ
Ａ
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Ｆ
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/Austraria

/N・Z

HongKong
へ

Uuarn

SandringhamYachtClub

RoyalNewZealandYachtSquadran

RoyalHongKongYachtClub

MarianasYachtClub

Victoria

AucklandN.Z.Y.S

H.Y.C

Y.C

Ｒ
Ｒ
Ｍ

」
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第3レースは，早いレース展開とな

りました。A･Bクラスは，風が強

いため，終始大型艇がリードする形

て､､のレース展開となりました。オヘ
プンクラスは，宮島の島寄りのコー

ス設定となったため，宮島からの吹

き降ろしが強く，ブローチングする

艇も多数あり，かなりハード葱レー

スとなったようでした。

2日間のレース結果は，遠く葉山

から参加した“ハヤマ・エクスフ･レ

ッソ”が，圧倒的な成績で総合優勝

しました。田中スキッパーは，「うち

の艇は，今回参加した中で一番小さ

いから，このレースて硬は，追い抜か

れる練習をしたようなものでした。

第1・第2レースの成績が良かった

ので，風の強かった第3レースでは

プレッシャーを感じました。ミスが

無かったのが勝因だと思います」と

優勝の弁を語っておられました｡"､ヘ
ヤマ・エクスプレッソ”は，総合優

勝,Bクラス優勝遠来賞と多くの

賞を獲得されました。

表彰式では，各賞とは別に，特別

賞として35万円のGPSが1台抽選

で当たることとなっており，最後の

最後まて鹸大いに盛り上がっていまし

た。特別賞は“マホロ”が獲得し，

会場のあちらこちらから，羨望と嫉

妬のまなざしで見られていました。

今回のレースは，コンディション

もよく，また，レセフ。ションパーテ

ィ等も大いに盛り上がり，大成功の

うちに終わることがて､きました。次

回は，さらに多数のエントリーをお

待ちしております。

西内海支部西啓

11月23日，24日の2日間，'回列の

『瀬戸内海汽船(SKK)カップ。レ

ース」が，宮島沖で開催されました。

今回で18回目を迎えるこのレースに

は，地元広島を中心に福山，松111,

西宮から，また，遠く葉山からの参

加もありました。台風の19号の被害

を受けた艇が多数あり心配されてい

ましたが，81艇ものエントリーがあ

り，盛大なレースとなりました。

今回からは，本年9月に急死され

たケンウッドカッパー“美美”のオ

ーナーで，昨年まで広島フリートキ

ャフ･テンを務められていた金井準一

氏の業績を讃え設けられた『カナイ

メモリアルレガッタ』も併せて行わ

れることになり，1シリーズ3レー

スの｢西内海シリーズヨットレース」

として，より充実したヨットレース

に発展しました。亡くなられた金井

準一氏はかねてから「ファース|､ホ

ームには，ファーストホームの苦労

があり，何らかの賞を」といわれて

おられたので，この意思を反映する

形で，第1レースのファーストホー

ム艇に「カナイメモリアル杯』が授

与されることとなりました。

11月23日の第1・第2レースは，

宮島水道付近でのオリンピックコー

スで，24日の第3レースは，宮島包

ケ浦沖から阿田多島を回航するコー

スで熱いレースが行われました。

第1レースは，曇北の風3～4

mの中,A・Bクラス，オープンク

ラスと順次スタートしました｡『カナ

イメモリアル杯」を目指すA・Bク

撮影／藤j||肯註

ラスはゼオ､ラル・リコールもあり，

白熱したレース展開となりましたが，

終始安定した走りをした“トーゴー

X''が，見事｢カナイメモリアル杯」

を獲得しました。

第2レースは，北の風l～2mの

中でスタートしましたが，次第に風

力落ちてきて，コース短縮となりま

した。オープンクラスの後方の艇が

ゴールする頃には，雨模様となり，

風も吹き出し，全艇完走て、きました。

第1・第2レースの成績は，1位

“ハヤマ･エクスフ｡レッソ"’2位は

今回初陣の"ｵ､ｵ､"’3位"美美"’4

位“トーゴーX",5位“マホロ”と

いう順位でした。この中では，ミニ

トンの“ハヤマ・エクスフ。レッソ”

が，ワントンクラスと一緒に走って

いるのが印象的て､した。

レース終了後，包ケ浦自然公園に

おいてレセフ。ションパーティが行わ

れましたが，雨模様にもかかわらず，

多数の参加者があり，雨を吹き飛ば

す熱気がありました。電子レンジ，

テレビ等総額50万円相当の景品がゲ

ームごとに当たり，5～6個も景品

をもらった艇もあったようです。な

かて祷も圧巻だったのは，最後に行わ

れた各艇対抗のマラソンレース(1,500

m)て､､，選手は酔ってフラフラにな

りながらも，全力疾走し，昼間のレ

ース以上に白熱した戦いでした。こ

のレースの優勝者は，“スピカV''

で，優勝賞品とし電子レンジを持っ

て帰ることになりました。

翌日は，快晴，北西の風5～7m

という絶好のコンディションとなり，
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A･Bクラス（参加数47艇） オープンクラス（参加数34艇）

順位「
｢｡'劃一屯q電一一二

艇名ｾｰﾙ恥'’一一－一…－－－__字

成 績｜クラス 順位 艇名 ｾー ﾙNnl成績
1 HAYAMAEXPRESSO 4670 3．00 プリマドンナB １ 2415 8．70

2 NENE 4695 19．74 B ２ シルバークロウ 1842 12．00

TOGO-X3 ワQQQ
~UUU 31．30 TACKA ３ 3336 23．30

美美4 3135 31.70 A Wish4 4251 33．74

ビスカウント５ 4391 32．60 B マーキスV５ 3298 36．60

6 スピカ一V
、nF庁

ddDI 41.70 A 6 9 9 38．20

PLAYBOYA７ 3764 57．84 鰄丸|目 7 4045 41.54

8 KONAKAI 4647 60．60 A BeeFeen8 41.80

海星丸9 2266 60．80 B 9 サブリナ 3796 52．60

＝10

111

31EXPRESS 4728 62．00 悠悠B 10 4237 54.00

ンニ
ノタノ 2264 67．60 WISTARIAB 11

上」 4713 55．80

12 3854 68．80 かづシンシア B 12 2388 65．40

MAHORO13 4117 70.00 A 13 アドリナ 66.60

14 PIEDPIPER-A 4200 70.60 UA 14 249 70.60

St.Maple14 3960 70.60 A
1拝

1， フェニックスⅡ 71．80157

16 スーパージュリ一V 3434 73．00 B 16 AKI－Ⅲ 2059 72.00

17 COSMOS7 70 73．20 くぷくぷ5A 17
4I 3048 74．40

スピリットオブヒロシマ18 2535 76．40 A おんど18 76．60881

VOYAGER-518 3857 76．40 B 19 4646 85．60ノ、ツカス

飛鶴20 4599 78.80 B 20 89．00レッドタキシード 2622

神風エクスプレス21 4164 80．40 B MARY一m21 2131 93.40

22 2929アルゴノート 85．80 B AEROS22 1607 94．20

ブルーエンジェル23 安芸七世3177 87．80 A 23 3909 94.40

杢 SCARECROW型
一
弱

4007 88.80 GivliaSprintB 24 833 95．00

ホワイトホース 4273 92．20 B DearEllie25 95.403784

26 3643 95．40ハジェナ プレァデスB 26 4459 98.20

AMANOJAKU-V27 2300 99.60 A 27 はやせ 882 100．00

KENBELON28 4143 100．20 A 28 TRITON 4351 101．00

29 LOBSTER
ハハ庁P

dbイ｡ 106.20 あいじまA 29 101．20

KAIMILOA30 60 107．00 B 30 GANBAFAMILYm 3454 102．00

ウィング31 4445 109．20 B ポアソン31 2413 110.80

光32 3891 109．60 B 32 673 114．20サチ

卑弥呼33 4258 122.00 A 33 アロハⅥ 4610 116.80

KARAKORUM34 3550 123.00 B 34 マドンナ 117.60

35 TOMBOY 4228 124.40 A

グランドアヤ36 1500 128．40 A

37 JAM 3184 144.40 A

DNC艇は省略
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1明2年度NORC本部および各支部し
1992年度本部レーススケジユール(案）

ジャパンヵッフ･

オフショアシリーズ1992

第llll1l

沖繩－東京レース

第331,1 第191,1

江/ﾉ島一清水レース鳥羽一パールレース

レース名

第1レース

第2レース

第3レース

第4レース

第5レース

沖繩 インショアR

インショアR

S－インショアR9

インショアR

L-觜/ヨアR

江ノ島（Aコース）（Bコース）

烏羽鳥羽

↓↓

神津島(反時計）小網代(150浬）

↓

小網代（180浬）

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
寺

コ ース

小網代(830浬） 清水（95浬）

運輸大胆杯

フ･リンス＆う｡リンセス

ォブウェールズ杯

海上保'慶庁長官杯

航海訂||練所長杯

沖繩県知事杯、沖繩タ

イムス杯,NORCf

長杯，イi原杯，その他

未定駿河湾支部長杯

静岡県知事杯

清水市長杯

藤沢市長杯

その他

パールカッフ。フィンランド

運輸大匝杯カップ。(CR)

神奈川県知事杯

三重県知事杯

メール・エスプリ杯

シーラ杯

鳥羽商船高杯その他別途に

秋ⅡIトロフィ定める賞

賞

インスペクショシ

第1レース

第2レース

第3レース

予備、

第4レース

第5声子
表彰．

8／8（土）4／29（水） 7/31(金） 4/25(II)

5/5(jl)

予定

12：00 12：00 13：00

スターI

（
4／26（日）

'八剛11味レーヌI

申込締切 7／3（金）1/3(金） 7／24（金） 未 『
Ｅ

Ｆ
万
〈

出艇III告

艇長会談

4／28（火） 7/30(*)

（鳥羽・－）

8／8（土）
未定

IOR/JOR,IMS

I～V

ORC－I，NORC-A

沖縄レース特別規定

無線地(2kHz～),

EPIRB,必要備仙

IOR/JORIMS

I～VIクルーザー111～Ⅶ

ORC-3,NORC-BORC-3,NORC-B

IOR/IOR(I～Ⅷ

IMS

クルーザーR

ORC‐3‘

NORC－B

I()R，IルIS

I～V

ORC-3,NORC-B

シリーズ特別規定

無線機(国際VHF)必要備品

参加賓格

その他の

事項

連絡会議4／3（金）

18:30NORC本部

連絡会談7／17（金）

18:30NORC本部
（未定）

2月|｜日～'6日ボートショウにてNORCブース(南館2F)出展します。ぜひお立ちより下さい，
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関東支部帆走委員会
1992年度関東支部レース日程表（案）

＝ｽ曰程 第421'1｜

大島レーヌ

第37回

神子元島レース
初脇ﾘli月ﾚｰｽレース科

小網代（95浬）小網代（48浬） 蕊山（85浬）

↓

初島（反）

↓

人島（反）

↓

菜山

第8Ⅲl

トーヨコカップ

ジヤパンーグアム

ヨットレース'93

I
初lウ（反）

’

｜
神子兀島（反）

！

第221可

八丈烏レース コース

城ケルb小網代l､網代 小網代

9/19(土）

07：（）0

4／4（土）

10：00

5／30（土）

11：00

八丈局（反時i汁） グアム島・アブラ港

（1400浬）
スター|、

小網代‘幽浬)

9/11(金）5／22（令）II1込締切|3/27(f)

9／18（金）

18：30

NORC本部

関谷杯

11111杯

シレナ杯

サンバードトロフィ

他

ll'!艇申告

および

艇長会議

4／3（金）

18：30

NORC本部

5／29（令）

18鳶30

NORC本部

IOR,JORI～Ⅵ

IMS，クルーザーR

ORC－4

NORC－B

IOR,JORI～VI

IMS,クルーザーR

ORC－4

NORC－B

IOR,JORI～VIl

IMS,クルーザーR

ORC－4

NORC－C

参加資格

三冒
柴

｜
韮
並山 ’油杣．当’諸 磯

第151'il関東選･T-権

フリート対抗レース

第30Fl

小網代カップ･レース
レース名

しT，r1．→

1ﾂﾉ向j）し一人

10/9(11)

小網代（65浬）第1R

第2R

第3R

第』1R

"5R

助
助
浬
浬
浬

。
１
．
１
８
０
０

０
０
４
２
２

２
２
１

ｉ角
角
乖
角
角

、
ン

三
三
”
三
一
二

小網代（48浬）

↓

初肋(反)

↓

小網代

10：0（）
大脇（時）コース

小網代

第1R

第2R

第3R

第4R

第5R

０
１
７
４
５

１
１
１
２
２

／
／
／
／
／

０
０
０
０
０

１
１
１
１
１

へ

10/17(土） 11/22(日）

スタート

10：0011：00未定

I 11/13(f)II1込締切|10/9(金） 9／25（金）

11/20(金）

18：30

NORC本部

未定 10/16(f)

19：30

NORC本部

,'1'｣艇1.|J告

および

艇長会議

10/16(f)

18：30

NORC本部

IOR/JOR,IMS

I～V

ORC－2､NORC-A

八丈島R特別規定

無線機(2kHz～）

必要備品

IOR,JORI～VI

IMS,クルーザーR

ORC－4

NORC－B

IOR,JORI～VI

IMS

ORC－3

NORC－B

IOR,JORI～VIl

IMS,クルーザーR

ORC－4

NORC－C

参加資格

拙当’シーポニア｜関東支部’小網代

※1月2日(木噺春相涜弩ヨットレース

※4月26,29日，5月2日～4日ミドルポート選手権

※8月30n(日)1992石原裕次郎メモリアルヨッ|､レース

※全レースの艇長会議出艇申告がNORC本部となっていますが参加艇数

により西桜会館若しくは国立教育会館に会場を変更する場合があります。

年会費等受付ます。
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’術考二辻 惟〆廷主IW開催海域レース名 開催月日

名称変更

検討

関西YC

北港YC

コルムカッフ｡

（仮）レース
部

一
一

基大阪湾北部未定

肥
年
度
内
海
支
部
レ
ー
ス
曰
程
表

ワ
手一

文

舵

部
社

第17回

舵杯しス
播磨灘4／5

サントピア

YC

第18回

オレンジカッフ。レース
支部大阪湾南部5／3．4．5

姫路

ヨット協会

播磨灘

家島群島
支部家島群島一周レース 8／1．2

同実行

委員会

21stカップ･

ファミリーレガッタ
淡輪YC淡輪7／26

徳島フリートf古 島l'巳、徳 島レース 8／

０
－

第20回

阿波踊りレース
支部徳島 徳島YC8／

第16回

マスカットレース
E烏 岡山フリート8／23 へ

口
同実行

委員会

第11回小豆烏

オータムレガッタ
CC琴塚9／6 池田湾

第28回大阪湾

横断レース併設

q／／
ヅ／

12．13．15
支部大阪湾 須磨YCシアトルカッフ･レース

空
PL､ 牛窓リ'1 岡111フリー’1992牛窓町カップ･レース 9／20 牛

サントピア

Vイー、
▲ー

第35回

紀伊水道レース
紀伊水道 支部1O/10･11

播磨灘

フリー|、
播磨離し－ス 播磨灘10/18

小豆島し－ス 10/25 播磨雛 CC琴塚

リレー（駅伝）

形式

-フリート・クラブ．／〆

対抗レース
未定未定 大阪湾 1-.部乏

未定5／4 未定 支部フンテゞフ

西宮沖 未定未定 西宮フリー’マツチレ－ヌ

一半,』一

木正大阪湾し－ス 6／初旬 大阪湾 ﾅｲﾄﾚｰｽﾍ西宮フリート

'92年度東海支部レース曰程表(案）
第17回

五ケ所湾レーズ

第1レース

第2レース

第6回

NTT

エリカカッフ

in蒲郡

第3回

デニスコーナー

カップ

(東海フェスティバル）

第2回

ムーンライ｜

レース

三河湾周遊レース

オープニンクﾞ

レース

第17回

東海チャンピオン

シップレース

野島レースレース名

第1レース

5月31｛（月）

衣浦02：00

津00：00

第2レース

5月411（月）

11：00

(上）

00

11月8p(日）

8：00

Ⅱ
０
Ｉ

０

Ｈ
・
・

５
９
月
０
１ ２

２
１
２
〕９6月711（11）

11：00

10月41’（11）

第1レース1（）：0（）

第2レース13：00

10月1011（t）

第3レース10：（)0

10月1111（11）

第4レース09：00

10月25Ⅱ（11）

11：00

スタート

日時

幡豆沖 亀崎

↓

生田

↓

亀崎

（22M）

衣浦

↓
印形皀
土J pU

↓

蕊 橋

↓

幡豆

（25M）

幡
盟
野
衣

第1レース

衣浦津

↓↓

神島神島

↓↓

五ケ所五ケ所

(5()M）（60M）

第2レース

五ケ所

的矢(20M）

蒲郡沖

（6M）

第1レースオリンピック

第2レース〃

第3レース(35M）

蒲郡→'緋【橋No．l→,鼎一

生田→沖の瀬→蒲郡

第4レース(15M）

蒲郡→馬草→東の島

→蒲郡

豆
橋
烏
浦コース

(25M）
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近畿北陸支部1992レース予定表1992西内海支部レーススケジュール

ー心

へ

◆E壼胡フリート

前期ｼﾘｰえ

01月12IIポイントレースシヨートディスタンスコース1回戦

02)10911ポイントレースオリンピックコース2．3〃

03月08Hポイントレースオリンピックコース4．5〃

04月12IIポイントレースミドルデイスタンスコース6〃

04月25I1第6IITI関西ミニトン選手樅大会

2611同上

05)12411サムタイムヨッ|、フェスティバル

後期シリーズ

07)ll2IIポイントレースシヨートデイスタンスコース1回戦

09月1311ポイントレースオリンピックコース2．3〃

10月l8Hポイントレースオリンピックコース4．5〃

11月14IIHenesCup

15｢IIn]上

22111可止

23111n]_L

◆認弩フリート

04月1911ポイントレース冠島レース

05月10｢lポイントレースゾーセイジコース

06112811ポイン|､レースゾーセイジコース

08111411宮津ドルフインカツフ。ロングオフシヨア

15｢1Inl_k

1611ショー|､インショア

O9HO6｢1ポイントレースソーセイジコース

11)lO1Hポイントレースゾーセイジコース

斜昌井フIノート

05110411敦賀カップ。

08月01RII本海ヨツトレーヌ

08)109IIInl上

lFI戦

2．3回戦

4．5〃

6．7回戦

8．9回戦

沖縄支部1992年度レース日程

A)レース名

1)第一凹残波dIIII廻航レース

2)ルカン礁レース

3)第2凹残波IIIIII廻航レース

4)ブルーオーシャンレース

5)ザマミレース

6)沖縄本島一周レース

B)沖縄カップ･シリーズ

2月16日5月17日

9月20日10月18日

1月3H

3月22日

4月29日

6月20．21日

7月25．26日

11月14．15日

8月16日

1Ⅱ4．511初夢レース 松l11フリート

2月9日 オイスターレガッタ 広島フリート

1月12日 l報頼戸|ﾉ1海ヨットフェスティバル〃

5月3．4．5H西内池シリーズレース

SOGOカップ。別府レース

西内海支部

5Hl711 No.2ポイントレースオリンピック広島フリー’

6月13．141i災巾H杯枕島レース 〃

7月26， ヒロシマカッフ宮島ヨットレース〃

9月13日 No.4ポイントレースオリンピック〃

10月10･111In橋カップ･ヨシ|､レース

11月7･811安居島ラウント

11月22．2311西内海シリーズレース

SKKカップ･

10月1811 青烏レース

12jll311 忘年会レース

呉フリー|、

広島フリート

四内海支部

松l｣lフリート

'92年玄海支部レーススケジユール

日ll3

3月8日(日）

4月12H(日）

5月10H(日）

6月14H(日）

7月1l｢I(t)

1211(日）

9月13日旧）

10月10H(Et)

111二I(日）

11月7I｣(i)

8日(日）

コース

ショートコース

オリンピック

オリンピック

オリンピック

オフショア

コース

オリンピック

才．フショア

コース

オフショア

コース

艇長会議

）月8HO9時

4月12日09時

5月101109時

6月141109時

7月llnl8時

9月13日09時

10月10日09時

(大原杯，壱岐～沖の島）

11月7日18時



OFFSHORf

1991年OFFSHORE索引

NQ188～198

|m表紙

ジャパンケァムレース優勝の“摩利支天”市川和彦

ジャパングアムレース,IMS優勝の"120MO''市川和彦

快晴強風のSTCレース田口蕃

メルボルンー大坂ダブルハンドレース矢部洋一

コルムカップY.R.の“スウィング”市川和彦

フィニ､ソシュ間近い“波切大王”山崎武敏

トランパックレース3位の“摩利支天”添畑蕪

アドミラルカップ艇別2位の@,WILL''添畑蒸

石原裕次郎メモリアルY.R、広報委員会

ジャパンカップの“コルムJ"添畑蕪

ニッポンカップ優勝のP.ギルモァ添畑革

1月P1

2月P1

3月P1

4月P1

5月P1

6月P1

7月P1

％月P1

10月P1

11月P1

12月P1

|回理事会･総会･代議員会の報告,会長,副会長挨拶等’

1991年頭のご挨拶石原慎太郎1月P2

新年を迎えるにあたって秋田博正1月P2

外洋ヨットの復権の幕開け大儀見薫1月P3．16．17

代議員名簿(任期平成3年1月1日～同4年12月31日）2月P21

1991年度第1回関東支部代議員会議事録3月P14

第35回関東支部総会議事録3月P15

第115回理事会議事録4月P12

第116回理事会議事録10月P14

|回国内レース及び関連記事

1991相模湾新春親善レース・同成績表1月P25

逗子マリーナカップY.R、1月P28

近畿北陸支部ポイントレース成績2月P19

第33回紀伊水道レース（1990.11.3～4）2月P30

編集長見聞録J24の沈と遭難捜索3月P30

コルムカップシリーズY.R.'91熱戦春の大阪湾4月P6

第3～7回STC成績4月P17;5月P23;%月P19

どうした1オーシャンレーサーたち5月P2;7月P12

JapanMiddleBoatChampionship'915月P4

ジャパンIORワントンカップ5月P8

日本ミドルボート選手権'91成績表5月P11

コルムカップシリーズを終えて5月P14

コルムカップの感想<I'mSorryV>藤井範也5月P16

初挑戦で初優勝<フェアリーⅢ＞藤田正史5月P17

1MSで初勝利くﾐﾜ＞久保田浩5月P18

第16回舵杯ヨ､ソトレースin姫路5月P19

初島卯月レース乗艇手記五十嵐蕪5月P26

第17回オレンジカップレース(レース成績）柏元孝博6月P8

日本ミドルボート選手権「ミドルボートはハダカの付き合い

（高尾和秀)」「カンペキシリーズだ（渡辺俊一)」6月P12

特別座談会①「オフショアレースに将来はあるのか」6月P14

BMWTokyoCup関東外洋ヨ､ソト選手権'91成績表6月P20

14

BMWTokyoCup『シルフィードⅢ‘クリプトン･ボーイ』6月P24

第41回大島レース及び'91初島レースの成績表6月P22.23

第5回NTTエリカカップ7月P3

特別座談会②「オフショアレースに将来はあるのか」7月P8

第3回初島ダブルハンドレース(レース結果=P18)7月P18．26

第5回ミニトン関西選手権7月P28

SOGOCUPなんと20年目の総合優勝井岡裕明7月P29

駿河湾支部春のフリート対抗レース7月P30

第32回鳥羽パールレース

絶好のダウンウインドバトル・パールレース報告（河内道夫）

.憧れの鳥羽パール（サンタグリーン笠原丈和)･パールレース

参戦記（ラッキーレディー溌牛重捷）・望外のクラス優勝（ケ

ロニア大谷正彦)･鳥羽パールレースを終えて(都築勝利レース

委員長）・第32回鳥羽パールレース成績％月P4～11

特別座談会③「インショアレース愛好家おおいに語る｣％月P12

近畿北陸支部後期シリーズ成績％月P20

第18回阿波踊りY､R･;及び同ﾚｰｽ成績瀬川洸城10月Pｰ
石原裕次郎メモリアルY.R.(同レース成績P12)10月P12;Pb

パールレースCRクラス優勝の記<UFO>沢田千晴10月P17

第2回ジャパンワントンカップ石渡一夫10月P26

'91MediumBoatAutumnRegattalO月P27

YamahaCreoCup小樽オープンY、R.鈴木喜博10月P28

JapanCup全日本外洋ヨット選手権大会11月P2

ジャパンカッフ°シリーズを終えて並木茂士・宮坂敬三11月P7

運をものにしたアイアムソーリー菊地透11月P8

10RクラスB優勝〈チャチャⅡ＞山村彰11月P10

9年目のビ､ソグタイトル〈シルフィード＞蒲谷和行11月P11

1MSクラスに優勝して<クリプトン＞八木達朗11月P12

1MSに転身して本レースに挑戦<織姫〉鈴木淳-11月P14

MyimpressioninJapanCup'91P.ワシリチェンコ11月P15

'91JapanCup成績11月P16

1nterviewstoForeignSailorsl1月P18

HanesCupシリーズ近北支部11月P19･30

沖縄東京レース記録11月P20

第10回大原杯レース〈玄海支部＞片倉静江11月P21

第13回ミニトン全日本選手権11月P26

1991シアトルカップレース〈須磨Y,C,＞池田まさよ11月P2ｰ

小名浜一大洗Y､R.'!弥靱"優勝までの足跡伊藤猛12月P1し

第2回デニスコナーカップY.R.河内道夫12月P12

第29回小網代カップレース成績表12月P14

第11回沖縄レース参加艇プロフィール12月P17

OffShore誌が選んだ年間優秀艇12月P19

神子元島レース航海記〈ゼネット＞本多蔵人12月P22

神子元島レースIOR優勝<ハーフタイム＞朝河清12月P23

i回国際レース及び関連記事

ジャパングアムY.R摩利支天完全優勝・レース成績表

予選まで1年1秒読みに入った“ニッポン”の挑戦

トーヨコカップジャパングアムレース'91特集

JAPAN-GUAMY.R.'91が終わって尾島裕太郎

マストよ、折れないでくれ！〈摩利支天＞山本浩資

「ジャパングアムレース」<120MO>藤本誠

「MARIANASEXPERIENCE」

〈ラッキーレディ＞菊地雅人

“風見鶏”グアムレース参戦記風見鶏

“光'，の天国と地獄服部良

1月P4

1月P8

2月P3

2月P4

2月P6

2月P8

2月P9

2月P10

2月P12



グアムレース、オンボードハイライト

メルボルン大阪ダブルハンドレース'91スタート！

いよいよサンディエゴヘNCAC壮行会開催

日本チャレンジ応援レポート木村太郎

メルボルン一大阪ダブルハンドレース1991

メルボルンー大阪レース出発式見聞記岩城義雄

メルボルンー大阪ダブルハンドレースのフィニッシュ

アメリカズカップ級世界選手権“日本”4位

第10回日韓親善ヤマハカップ

メルボルンー大阪ダブルハンドレースを終えて

YAMAHAOSAKACupl991レース結果

トランパック'91

摩利支天IOR総合3位に輝く島田勝己

ロシナンテIMS-Aクラス4位高村宏

Admiral'sCup'91健闘のウイル，クラス2位1

アドミラルズカップを終わって〈ウィル＞小田良司

－3ケ月のアドミラルズキャンペーン<スピカ＞中野誠
,rokenMastatAdmiral'sCup<J]Iノーニョ〉西垣智

MeritCupクリスディクソン2連覇

’91ニッボンカップ田中一美

'91NipponCupRaceResult

’91国際50フッターワールドカップインジャパン

ジャパングアムY.R.'92プレビュー（出場艇リスト）

｜回レース・イベント等のインフォメーション

2月P14

2月P24

2月P26

3月P6

4月P3

4月P4

5月P12

6月P2

7月P6

7月P14

7月P16

％月P26

％月P28

10月P2

10月P3

10月P5

10月P6

10月P7

12月P2

12月P5

12月P6

12月P8

1991年度NORC本部及び各支部レース日程1月P18

1991コルムカップ実施要項1月P23

ボートショーにNORCブース設置1月P23

Racelnformation第16回舵杯Y.R.;初島卯月R.小笠原R，

takaQCup;第6回相模湾JBCオープンY.R.2月P16～19

第6回相模湾JBCオープンY.R・のお知らせ1･2･3･4月P2

Racelnformation関西ミニトン選手権大会;日本海国際ヨット

レース;関東外洋ヨット選手権シリーズ;ワントンカップ3月P12

第32回鳥羽パールレースヘのお誘い5月P13

第3回初島ダブルハンド;SurfCupY.R.のご案内5月P22

プレニッポンカップイン浜名湖参加者募集6月P17;7月P13

へ多ヤパングアムY.R.のお知らせ6月P30
ジャパンカップ'91実施計画について6月P30

トーヨコカッフ。JAPAN-GUAMY.R.'92開催のお知らせ7月P17

第5回石原裕次郎メモリアルY.R.'91のお知らせ7月21

CSKカップ第13回ミニトン全日本選手権大会実施要項7月P21

第11回沖縄一東京レースのご案内％月P18

めんそ－れ沖縄へ！東江正喜10月P19

相模湾新春親善レース10月P19

『JAPAN-GUAMY.R.'92』進渉状況報告10月P20

相模湾新春親善レース実施要項10月P25

takaQCup日本ミドルボート選手権のお知らせ12月P21

|回帆走･ルール計測技術･安全･通信等各委員会
1
l
b

ジャパンカ､ソプ全日本外洋ヨット選手権に於ける

“ラビアンローズ”審問に関する判決文

'91年度本部レースについて宮坂敬三

全国計測委員会報告（1991年度）

IYRR講習会開催

|MSに関する基礎知識計測委員会

計測料金の改正について計測委員会

1月P24

2月P20

3月P11

3月P13

3月P16

4月P17

15

IMS･IOR計測料金表計測委員会

国際VHF海岸局（淡輪マリーナ）新設

|YRR講習会

漁業無線テレフォンサービスのお知らせ

タイムアローワンスシステムの採用について

グアムレースに参加される方へ通信委員会

沖縄東京レースの無線通信について通信委員会

IMSパフォーマンスパッケージIMS推進委員会

オフィシャルメジャラー・セールメジャラ一名簿

IMSに取り組もう(GettinglntolMS)渡辺修治

クルーザーレーティングのお知らせCR委員会

OBHOM

5月P23

6月P13

7月P17

7月P17

7月P20

7月P23

％月P19

10月P21

10月P21

10月P22

12月P15

|回総務・財務・法制・泊地対策・会報等各委員会

NORC及び関東支部の総会等諸会議について1月P24

NORC本部事務局移転1･2月P15;3月P11;4月P16

1991年度版NORCヨット保険概要2月P22

社会福祉協議会への寄付、三崎港報に紹介さろ2月P23

ボートショー出展についての報告書朝河清3月P8

基礎編海の知識①②3月P21;4月P18

小型船安全協会への協力について6月P17

NORC支部一覧表7月P19

"ラビアンローズの地位保全申立',却下総務委員会7月P22

新事務局員紹介11月P21

NORC総会等諸会議及び関東支部総会等会議のご通知12月P13

年会費値上げについて財務委員長12月P15

'92東京国際ボートにNORCコーナー開設12月P15

NORC保険デスクより1月P24;2月P22;3月P27;4月P16

5月P24;6月P18;11月P22

i回支部・フリート・クラブ・その他の記事
’
’
1

1990年OFFSHORE索引(No.177～187)1月P13

玄海支部だより，玄界島のギリシャ神話片倉静江1月P30

FROMYACHT(人材募集欄)2月P15

玄海支部新事務局長紹介と住所変更2月P21

沼津フリート月例レース紹介（フリートだより）2月P28

多田雄幸さん亡くなる3月P20

Q2ダイヤルで海の情報が聞ける3月P24

1OR7f-トオーナーに求められるもの関恭一郎3月P27

新設支部紹介一常磐支部松井利簡3月P30

新艇紹介（3336タ､ソク）3月P30

NORCヨット教室実施尾田英明・入江淳子4月P10

Womenlnterview…亀山翠さん・菱山夕美さん・嘉悦女子短大

ヨット部・浅生利里さん

五十嵐薫3月P28;4月P20･5月P28･6月P28

祈る安全航海、多田雄幸さん片倉静江4月P22

北海道支部にてCR講習会開催5月P30

評伝多田雄幸白崎謙太郎5月P20

東京ボート天国19916月P13

OffshoreBriefsl2月P16;11月P24;10月P24;%月P24;6月P16

ナスカネットマリン情報7月P24･%月P23･10月P24･11月P23

玄界島と玄界灘片倉静江％月P20

Womenlnterview…深井豊香さん戸塚由理江％月P30

幻の東京湾ボート天国1991米田真樹子10月P18

金井準一（美々オーナー）亡くなられる

・ボンボヤージュ金井さん片倉静江10月P23

ハウステンボス（長崎オランダ村）見聞記10月P25
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'91シリーズS.T.C延べ参加艇数
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合
三斗

同’'91シリーズ'90シリーズ'88シリーズ '89シリーズ'85シリーズ '86シリーズ '87シリーズ

(11月室で）

1l回
へ

69回開催回数 11回8回10回8回 11回 10回

834 3．578延べ参加艇数 449 705490166 419 515

'91シリーズSTC｜ノコール又はハードワンミニ､ソツルールで目立った艇

ABoY Bスケジュール2回2回

仰秀T
し』B海援隊 2回3回

B再見 2回

'91シリーズ皆勤賞'91シリーズ年間成績表

〃
色
ブ
ス

”
ク
ー
フ
ス

受 賞

回数

受賞

回数

ク
ラ
ス

ク
ラ
ス順位’ 艇名 順位 艇名 艇名 艇名

ABC ABC
8位

海太朗A 再見B1位 海太朗 初2回目 BA サンブルーメ

2位 シルフィードB 9位 B ジ'1ルビアン’
初PROPAGANDA 2回目A C サモア

3位 B百Y10位 夕焼け小焼けA C
B 2回目 C 2回目チャーチャン' カリビアン

▽
4．

1 位
4位 アーヵンベィ スターポードJ「A Y

B 2回目 2回目シルフィード Y ソアリング
J

1位
5位 澄青B チャーチャン 』 へ

ｾﾚﾝｨﾃｨ 初2回目B 』 ﾉミトラー

6位 PROPAGANDA 2位A 』 ノ<ト弓－9〆

AHoDORI 初3回目B 』ジュルビアン
7位 ｽｰｨｰﾙｰ3位A スター＆スター 』

S.T.C.1992シリーズ日程表

回数 日程 回数 日程 回数 日程

第1回 1月19日（日） 第5回 第9回4月26日（日） 9月13日（日）

第2回 2月23日（日） 第6回 第10回6月7日（日） 10月4日（日）

第3回 3月15日（日） 第7回 第11回7月5日（日） 11月15日（日）

第4回 4月26日（日） 第8回 第12回8月23日（日） 12月6日（日）
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新しい外洋ヨットの幕開け (B頁からの続き）
れ支持されるようになった最大の理｢'1は，健全なクルー

ザー・レーサーの復権につながることが理解きれたから

だ。

何故「復権」なのか。IORが，世界の外洋ヨット界

の大きな期待を背景に，世界初の統一レーティング・ル

ールとして，それまて､､のアメリカのCCAルールとイギ

リスのRORCルールを統合して採用されたのは1970年

のことて鹸ある。IORの採用が，その後の目覚ましい外

洋ヨシ|､の発展に大きく貢献したことは間違いないが，

この外洋ヨット・レースの発展と国際化が同時にその多

様化につながり，そして先進的部分の一層の先鋭化を促

へ，ワン･オフの海のF－l的，グランフ･リ．レーサー

の世界を作り出した。

同時にこの外洋ヨシ|､のグローバルな腔開は，ヨット

を手作りの家内工業の段階から，産業として自立て．きる

基盤を作り出し，マスプロの量産艇が多種多様な形て登

場することになった。これが,F-l的IOR艇のク、ル

ープと一般クルーザー・レーサーとのヨット界の二極分

化といえる形で定着してしまうことにつながった。

しかし，一方の極のIORの世界てゞも，レーサーの中

のIOR先鋭化についていける一部のますます少数精鋭

化し，フ･ロ化していった部隊と，これにはついていけな

い，もしくは外洋ヨットて騨あったはずの外洋レーサーが

もはや外洋レースには出られない，あるいは基本的に艇

のスタビリティーをクルーの重珪化に求めるといった外

洋艇のディンギー化に反対し,IORの基本的見直し，

もしくは抜本的改革を求めるグループに分れていった。

このIORにはついていけなくなったレーサー指向の

へループが，その後のORCによるIMSの採用につな
がった。

しかし，計股に言われているように，これはIORの

ルール上の問題だけて､､はなかった。というのは，外洋ヨ

ットレースそのものの発展過程て鹸，レースの終了後に所

要時間を複雑な方式で修正して||偵位を決めるということ

では物足りない－もっと切迫した，艇と艇とのスクラ

ッチて馥の激しい競合いでなければ，レースとしては面白

くないという,F-1的セーラーが生まれ，これがワン

トン・カップ･に始まる，レベル・レーティング方式の中

て、定着し，かつ，マスメディアや一般大衆，そしてスポ

ンサーにもその分かり易さと緊迫した場面の展開といっ

た形でアピールしたのである。

外洋レースに初めてスクラッチ・レース方式を導入し

たのは1965年のワントン・カップ･で，これは旧RORC

ルールで行われた。しかし,1970年のIORの制定に伴

って，この方式はどんどん採用され，兇トン，兇トン，

列|､ン，2トンと止どまる所を知らない状況となった。

多種多様な艇がハンディキャップ･て､､レースを楽しむ余

地は，このレベル・レーサーの世界には残されなかった。

だからこそ，新しいﾉ､ンディキャッフ･・ルールとしての

IMSが広く求められ，これが，クルーザー・レーサー，

つまりハンディキャップ。による一般的レーサーの復権に

つながると期待されたのだ。

これが，一方て叡先鋭化した,F-1的IORの凋落と，

IMSの急速な11IIびという形になって現われて来たのだ

が，ここに大きな課題として残ったのが，スクラッチ・

レーサーのためにIORに代る新しい，スクラッチ・ル

ールを制定しなければ，この熱烈なレーサーたちの土俵

が消えてしまうという問題だった。

2つの課題に対して，一つの明確な方|句と腱望を打ち

出したのが，今回のORC会議で､あった。つまり,1994

年度のシーズンに間に合うように，新しいク守ランプリ・

ルールを制定するという決定をしたことて､､ある。

ORCの会議の後に発表された方針は，レベル・レー

テイングによる，レースのための新しいルールに関する

具体的提案を来年11月の次回のORC会議までに用意す

る，というものて､､ある。このルールの主要な特徴は－

1,現在IORMarklllの下て､行なわれている全ての

大きさのヨットによる，スクラッチ・レースの要求にか

なうものてあること。

2，より速い，より軽い，そして1両lじ大きさでよりエ

キサイテインク雫な走りの艇を指向する。

3，より頑丈な構造を持ち，同時にコスト面て､もより

安い艇となるよう研究すること。

4，グランフ。リのスクラッチ・レースを指向している

間は，アコモデーションは，ストリップ･アウトされると

しても，容易にクルーザー／レーサーとしての使用にコ

ンバー|､て譲きるものて､､あることとされた。

同時に，新ルールの制定と1994年からの施行までは，

現IORMarklllをク、ランプ。リ・ルールとして維持し，

エージ・アローワンスを導入すること，クルーの数をク

ラスー名ずつ少なくするため，クルー重量のリミットを

下げる等,コス|､を下げる工夫によって，アドミラルズ・

カップ。等の，各グランフ。リ・サーキットへの参加艇の増

加を促すなどの過渡的措置も決められた。

一方,IMSは世界外洋ヨットの主要なハンディキャ

ップ･ルールとして，このクラスを対象に開発される新し

いIMS艇をルール上適切に対応することで,IMSル

ールの陳腐化を極力避けながら，その一層の充実と拡大

がはかられることになった。

新しいグランプリ・ルールのあり方として，三つの考
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え方が検討された。

一つは,IORMarklVとで､もいえる,IORの改

変。

二つ目は新たに，アメリカズ・カップ･ルールのような，

クラスルールをベースにした，限定(restricted)クラス

を創出する。

三つ目が,IMS開発の過程て､採用された，ハル計測

と，それを基にしたVPPを基礎にして,VPPの特定

数値を使って新しいスクラッチ・ルールを編みHl1すとい

うものだ。

IORの改変は，基本的に無理があり，また新しい限

定クラスルールも，あまりにもリスクが大き過ぎ，かつ

それを避けようとすれば，大変な努力と時間がかかると

いうことで現実的て､､はないとされた。

一方，三のVPPを基本とする考え方はIMSとの整

合性があり，グランプリ的レーサーとしての使用の後，

IMS艇としての活用が容易にて､､きること，そして何よ

りも,VPPのデーター・ベースとその解析のためのソ

フ|､といった技術は，ハル計測および，世界の外洋ヨッ

ト界の最大の知的・技術的資産て､､あるという認識と相ま

って，この方式て､､いくことが基本方向として正しいし，

また，無理なく1994年から施行（つまl),新ルールの完

成発表は1993年中にする）て､きるということが確認され

た。

先に触れた,ORC発表の新ルールの項目も，これを

前提にしたものだ。

では，どういうタイプ･での艇がこの新グランフ･リ・ル

ールて想定されるかといえば，分かりやすくするために，

現IORのワントン・クラスを例に取れば，全長で､より

短〈（35～37ftか？)，重量て軽<､かつインサイド.バ

ラストそしてクルー・ウエイトに依存しないものとなる。

船型的にはIORの｢変形」（パンフとかアフターガース

の段とか）などの無理のない．そしてヘッドルーム，船

内配置産どは,IMSレギュレーションで要求されるも

のは簡単に満たすことができるもの。コスト的には艇そ

のものも，その連用のコストも安くなる，艇の寿命が長

いなどの明らかな長所を盛り込んだ艇となることが期待

され，また，それができるのではないかというのが，現

在までの検討過程での結論となっている。

VPPを使って，上記の諸要因をうまく組み込んて､､，

どのように新しいルールを表現するかというのは，かな

りの難問だと思われるが,ORCのジョン・パーク会長

自らが委員長を務める小委員会では，かなりの自信をも

ってこの作業に取り組んて､､いる。

"VPPEnvelope"と表現されているこの構想は，

代表的なVPP数値を何点か押えて，そこにリミット値

をいくつか設定することて繍，文字通りレベル・レーテイ

ングを新しく規定することが目論まれている。
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この方式のもう一つの利点は，もう一度現ワントナー

の例を取れば,現行IORMarklⅡのトップ･レベルのワ

ントナーのVPP値に近い数値が，上記の新ルールのリ

ミット値として設定されることになるのて､､，新ルールの

普及まで､の間の過渡的期間には現存のIORワントナー

が充分互角に闘える可能性も充分あるということになる。

もう一つ，この新グランフ。リ・ルールの制定と関連し

ての画期的な決定は，アドミラルズ･カップ｡を頂点とする，

グランフ･リ・レーサーのチャンピオンシッフ｡・シリーズ

が，シャンペン・マム・世界選手権シリーズとして正式

に認知されたことである。これで，グランフ。リ・サーキ

ットと言えるク叡ローバルな土俵の設定がて､きたというこ

とになり，この種のレースの今後の発展のための基本条

件力整えられたことになる。

特に注目に値するのは，日本を含めた太平洋海域で,へ
目覚まい､発展と実績が認められたことて､､ある。従来の

二年間のシリーズて､､合計点を出す方式が，一年ごとに，

大西洋で4シリーズを奇数年に，次に偶数年は太平洋の

4シリーズという形て、，アジア・太平洋の存在が互角の

立場て認知され，その中の最重要シリーズの一つとして

ジャパン・カップ。が組み込まれたのである。

従来の欧米偏重（というより一辺倒に近かかった)O

RCの政策が，ようやくグローバルになって来たことの

もう一つの証査は，太平洋地域の初の選手権シリーズが，

PacificOne-TonChampionshipとして制定され，こ

れも本年のジャパン・カップ･の中に組み込まれることが

認知されたことで､ある。長年にわたる我々 の努力が，日

本全体の外洋ヨットのレベル・アップ｡とともに，この成

果をもたらしたものと言える。

ちなみに，ロンドンて識はヨーロッパの21､ン協会およ

びワントン協会の代表者のいずれもが，ジャパン・カッ

プ｡参加の強い関心と意向を示し，特に2，､ンの場合は,へ
夏のケンウッドの前に21､ン・ワールドがハワイで行な

われるので､日本て､､の参加は好都合となる。

もう一つ，このグランフ。ｿ・レースをめぐる訴義で，

重要だったと思われるのは，外洋レースでなければなら

ないという当り前なことて’もあり，かつ我々が一貫して

強く主張して来た線が，改めて確認されたことである。

これは二つの形で表れている。

一つは，新グランフ。リ・ルールの基本が，外洋ヨット

として適用する艇を可能にする，裏を返せばデイレーサ

ー的な，極端な一部のIOR艇的なものは否定するとい

う観点にたっているということである。一昨年のケンウ

ッドで見られたような,IMSのレーサータイフ。が今後

主流となって行くことが予想されており，このタイプ･の

何隻かは，昨年のメルポルンー大阪レースにも登場し，

存分にその外洋性を明確に証明して兄せてくれた。

もう一つは，シャンペン・マム・シリーズの新しい位



置づけを検討する中で，外洋レースの要素は，その基本

的構成要因て､､なければならないという，これも当り前で

はあるが，今まて､､，ややもすればIORの先鋭化の中で

あいまいになっていたことが，はっきり而薩恩されたこと

だ、

つまり，アドミラルズはフアストオ､ツトがあってのア

ドミラルズて、あり，サザン・クロスはシドニー・ホバー

トがあってのサザン・クロスだということである。

以l一見て来たように，ここ数年間の，「一体,外洋ヨッ

トレースはどうなるんだ」といった不安と見通しが立ち

にくいといった状況が，大きく変り，かなりはっきりし

た展望と将来構想が見えて来たといえる。
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かつて,IORが制定された当初の湧き上るような期

待感とエオ､ルギーの結集が，もう一度見られるようにな

るかも知れない。若い外洋レーサーが自分の裏庭や，ガ

レージて識，自設計，自作の艇て､挑戦し，トップ･レベルの

成績をもぎとって外洋レースの今日を作って来た。

ロン・ホランド，ブルース・フアー，タ雷グ・ピーター

ソン等々，皆この外洋レースへの情熱をぶつけ，あっと

いうような斬新な発想て認，新しい外洋ヨシ|､のフロンテ

ィアを開拓して来た。

もう一度そういったエオ､ルギーの噴出を期待したいと

ころである。

-ラビアンローズ裁判事件の顛末

1．事件の経緯

1990年のジヤパンカツフ｡において，ラビアンローズの

乗員登録規定違反に関する審問の際同艇のオーナー澤

野裕治氏が，ク守ツトマナー及びスポーツマンシップ。に反

したことによりI.Y､R.R.75.1が通用され,同艇の成績

が当該レースから除外された。

ジュリーによるこの決定はI.Y.R.R.75.1(b)の規定に

よりNORCに報告された。NORCは,1991年2月23

日に開催された第115IIJ1理事会にて,｢NORCが主催す

るレースについては,ラピアンローズの参加資格を,1991

年12月31日まで停止する」という処分を決定した。

2．地位保全の仮処分申請

ラビアンローズは，この理事会の決定が．同氏のNO

RC会員資格を剥奪するに等しいとして，東京地方裁判

所に,NORC会員としての地位を保全するための仮処

へ｝申し立てを行った。
これにより，東京地方裁判所で5月31日，6月14日，

6月21日と3回にわたる審尋が行われ，大儀見副会長，

清水専務理事，久保常務理事と共に，私も当該レースの

ジュリー･チェアマンとして，また同時にNORCのルー

ル委員長として出席し，事|冑を説明した。

その結果,ラビアンローズの申し立ては却下された（7

月号オフショア参照)。

3．即H荊冗告

ラビアンローズの仮処分申立ては7月5日に却下され，

これに対して期限内に即時抗告はなされなかったと7月

号のオフショアは報じていたが，澤野氏はこの決定を不

服として7月19日に即時抗告を行っていた。

この即時抗告については,東京高等裁判所において,千

種裁判長のもとて審理されたが，これも12月9日付て縊却

下された。

澤野氏は，本判決定が無効である理由として,NOR

NORCルール委員長石井正行

Cの本質がヨシ|、.レース主催団体に過ぎず，その実際

の事業内容は国内または国際的外洋レースを主催するこ

とて､､しかなく，したがって，同協会に入会して会員にな

る唯一の目的はNORC主催のヨット・レースに参加す

る資格を得ることて’しかないとし，それ故，本件決定に

よりNORCの主催するヨット・レースへの出場を停止

されることは，同会員である澤野氏の唯一最大の権利で､

あるヨット・レース参加資格を剥奪されるに等しく，そ

れは会員資格に関する懲戒処分ないし処罰決定と同視さ

るべきである，しかるに，総会の決議によることなく，

執行機関たる理事会の決定のみにより，しかも，処分対

象者たる抗告人に何らの弁明の機会を与えずに行った本

件決定は重大な手続違反があり無効なることが明白て露あ

るというのである。

しかしながら，原決定の認定した事実並びに一件記録

によって認められる以下の事実に照らせば，抗告人の主

張を背認することはできない。

1．レース参加資格の性質について

NORCは所轄庁である騨前省の監督の下にk職化

され運営されている社団法人であって，その目的は，

定款三条によれば，原判示（二枚目「第二事案の概要

一｣)のとおり海事思想の啓発高揚に寄与することにあ

り，ヨット・レースを行うことは，副次的な目的ない

し手段と目されていることが明らかて、ある。したがっ

て，仮に，抗告人の主張するようにNORCへ入会し，

会員となる意図ないし期待が,主観的には,単に，ヨシ

｜、．レースに参加することにあったとしても，そのこ

とから直ちに，レース参加資格即会員資格であるとい

うことはできない。

（この抗告棄却理由は次号へ続く)。
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第117回理事会議事録

1日時

平成3年11月19H(J<)16:00～19:40

での経過報告と両省担当者の意向を聞いた。

このことを踏まえて，昨I]の会合て癖は，両者とも機運

が盛り上がっており，早い時期にまとめる方向で努力す

る。その間両省に働きかけて推進したい。との石鱈忍を

した。また，実質的に両者が合同て、進めることができる

事項については，開始していこう。ということであった。

場所

東京都港区虎ノ門1-11-2

第2船舶振興ビル5F

社団法人日本外洋帆走協会会議室

2

議題(1)環太平洋サーキット(J・c関連)の件

清水専務理事から，この件はORCがらみの問題で，

今月中旬ロンドンで開催されたORC会議に,NORC

代表として出席された大儀見副会長から報告をいただへ
たい，と発言があり，大儀見副会長から資料に基づき概

要次の説lﾘl報告があった。

シャンペンマム・ワールドカップ。1992に関しては，実

施要綱が既に発せられている状況の中で,ORC会議開

催｢'1の11月131I,ORC,RORC,Champagne

Mumm(C･M),SouthernCross,KenwoodCup,

JapanCup(J･C),CorumChinaSeaSeries等|對係

各団体が協議した。

このプロク、ラムでは,1991年12月のサザンクロス,1992

年3月のチャイナシー，同5月の』．C,同8月のケン

ウッドの4シリーズを,ORCとRORCがC･Mの新

しいワールド・チャンピオンシッフ。・シリーズとして認

知し，奇数年末に始まる偶数年が太平洋地域，奇数年が

アドミラルズ・カップ。中心の4シリーズを大西洋地域で

行い，それぞれのシリーズのワールドチャンピオンシッ

プ・シリーズとして認定し，それぞれの年間合計4レー

スのポイントトータルでﾁｬﾝピｵﾝを決定する。ま合
8レースのフォーマットをできるだけ共通のものとして，

IOR及びIMSあるいはIORまたはIMSの形で両

クラスのトップ･クラスのレガッタとしての定着と振興を

図ることとされている。

スポンサーシッフ･については,C･Mは，太平洋地域

にも参加したいという構想で,J．Cのサブスポンサー

として応分の対応をしたいとの意向である。

問題は日程で,J・Cを10月から5月に移すことにつ

いては,NORCは，今まて翻前向きに検討するという表

明はしていたが正式l1'1答はしていなかった。事前協議な

しにこのように決定発表されたことは困る，ということ

のだめ押しをしてきた。

1992年のチャイナシーは，4月11日から23日までレー

ス，同25日表彰式をマニラで行なうこととしており，日

程はイースター・ウイークエンドにかかっているので動

かせないということである。』．Cをゴールデンウイー

出席者

理事30名中出席26名（うち委任状15名）

(出席）

大儀見薫清水栄太郎久保和男

石井正行今岡又彦林賢之輔

宮坂敬三安岡信一松本哲

(委任状）

石原慎太郎秋田博正並木茂士

鈴木康之山崎達光柴田邦敏

川端治夫都築勝利三井祥功

平岡英信岩田行史末松明

理事以外の出席

松井利簡（常磐支部長）

平松栄一（顧問会議長）

中上ﾉll貞次郎（財務・通信委員）

川村安正（玄海副支部長）

相馬稚利(NORC事務局長）

3

朝河

古川

情

保夫

平
彦
夫

萬
義
福

児玉

小林

秋111

議題

(1)環太平洋サーキッ|、(J.C関連）の1fl

(2)JYRU問題

(3)支部・専門委員会報告

(4)その他

4

5議事

1600,清水専務理事の司会により開会出席理事は26

名で，本理事会の成立を阿蘇忍大儀見副会長力議長とな

り，議舞求署名人に宮坂,古川両理事を指名,議事に入っ

た。

大儀見議長から，会議進行を考慮し議題(2)を先に検討

していただきたい旨提案があり，了承した。

議題(2)JYRU問題について

大儀見副会長，清水専務理事から，資料に基づき大要

次の報告があった。JYA及びNORCが，それぞれ指

導をうけている文部，運輸両省にアブ。ローチし，これま



クに開催することとなれば実質J・Cに出る艇はチヤイ

ナシーには出場できないこととなる。この件について，

1992年にはケンウッドで2トンワールドカップ。を行なう

ので，2トンサイドとしては5月J･C,8月ケンウッ

ドと2トンワールドのコースがとれるので,J･Cは5

月開催にしてもらいたい，との意向があり,C・Mは，

NORCがJ・Cを5月開催に踏み切るならばやむを得

ない。との見解である。

なお，我々の要請を受けた形でORCが太平洋地域1

トンカップ。・チャンピオンシッフ･を認知することが決定

された。1992年のJ･Cの中で1トン部門を設け得点を

与えることとすればこの件は可能にぽる。

11月13日のC・Mワールドカップ｡に関する会議て．は，

上述のほか大要次の事項が審議された。

へ①大儀見氏から,NORCに事前協議がなかったこ

とについて抗議があった。

②ポイントシステム条項

③大儀見氏から,J･Cの日程に関し，ゴールデン

ウィーク，スポンサー，チャイナシーの日程に言及

し,NORCサイドの意思表示があった。

④サザンクロスのスポンサーの件

⑤優勝した国の主催団体力指定する場所で,C･M

が賞を授与する。

⑥シリーズの採点方法は，チームを特定しないでI

OR,IMS別々に採点し，各最高得点をとった艇

の国に順次加算する方式て叡あり，艇が持ち帰るもの

がない場合もあるので，優勝した国の得点に関与し

た艇にはレプリカを授与する。

⑦略

⑧各レースは規格内容力統一されてないが,外洋レー

ス選手権という位置づけがされているので,外洋レー

一スの要素であるロングオフショアは必ず含まれなけ
ればならない。というのがC・M,ORC,及びR

ORCの考えである。

⑨4シリーズともIOR,IMSのデイヴイジヨン

を設けて400～600海里の外洋レースを含める見通し

である。

⑩乗員の国籍条項

⑪C･Mは，マークブイを提供する。

⑫フ・レス条項

⑬酒類スポンサーの制限はない。

⑭ORCの代表が参加する。

⑮C・Mの広告表示の種類方法及びその他提供要綱

＊グリーンブックの基本的システムを採用する。

*IOR及びIMSあるいはIORまたはIMS

ディヴィジョンを設ける。

*ORC特別規定を適用する。

＊各表彰式には,C･Mの冠シリーズであること

21 OfFWORf

を表示する場を提供してもらいたい。

*C・M,ORC,RORCの代表に，便宜を供

与してもらいたい。

*C･M,ORC,RORCのロゴ，名称等を，

印刷物等に表示使用してもらいたい。

等て、あった。

また，アドミラルズカッフ･関連会議の際の資料による

と,1991年9月における世界各国のIORレーティング

所有艇及びIMS証書所有艇の隻数は,IOR艇は，イ

タリー795隻イギリス481隻，米・加475隻独508隻，

オーストラリア328隻，日本131隻等，計2,987隻であり，

IMS艇は，米・加1,296隻，イタリー993隻，独508隻

オランダ489隻イギリス459隻日本44隻等，計4,747

隻である。1990年に比較し,IORは1,963隻の減IM

Sは1,209隻の増である。

会議等の概要は以上であるが，重要なことは』．Cを

10月から5月に繰り上げるのかどうか，また，繰り上げ

た場合は，日程を確定することである。5月は，チャイ

ナシーとの日程の件,メディア面からはアメリカズ･カッ

プ。と重複するという面がある。

各理事から大要次の提案質問があり，読義された。

*J･Cは，今まて冠スポンサーを避けてきたが，冠

レースとなれば官庁等の後援の件について，検討の必

要がある。

*J．Cの特別協賛をいただいているコルム日本タイ

マートからは，

・外国艇から問い合わせがあるのて､､，対応を早急に

決めてもらいたい。

．まとまりが悪いので』．Cには沖縄レースを含め

ないでもらいたい。

・実行委員長を始め各委員を早急に決めてもらいた

い。

との意見が寄せられている。

いずれにしろ,C･Mを検討するには,J・Cの確

定が先決である。

*J・CにC・Mがかぶってくると，当然外国艇が多

く参加するようになりエントリー，ホテル，艇の係留

等の事務が激増するので英語の堪能なものを含めて，

事務局の機能を充実し，主催者として恥ずかしくない

事務が推進できるよう酉臆する必要がある。

＊沖縄レースは，来年は20周年記念レースであり,4

月29日沖縄スタートて、オフショアにも発表して，沖縄

における事前交渉は既に相当進んでいる。そのために

も沖縄レースを念頭において,J･Cの日程を早く決

定する必要がある。

*J･Cの開催が10月か5月かは，内海のレーススケ

ジュールに大きな影響がある。内海では,J．Cには
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トップクラスの艇が出るだけて､内海のレースには影響

が少ない。という意見と，トップ･クラスの艇が抜ける

のは内榔のレースに大きな影響があるとの二つの意見

があり，判断はつきかねる。

大儀見議長から，種々議論が出たがそれらを念頭にお

いて理事会としての決議を得たいと発言があり，まず，

』．Cの日程をゴールデンウイークに持ってくることに

ついて諮ったところ賛成を得た。ついで，詳細な日程に

ついて諮り，

1992年5月2日(士)インシヨアレース

3日(日)インショアレース

4日㈱ショートオフショアレース

5日㈱〃

6日㈱予備1l

7日(和インショアレース

8日㈱ロンク、オフショアレース

9H(二t)"

10LI(日）〃

の日程が承認された。

大儀見議長から，1トン・パシフイック・チャンピオ

ンシッフ。をJ･Cに組み込んで開催してもらいたいとの

ORCの要望について諮りたい，と提案があり，了承し

た。

林計測委員長から，本年のサザンクロスに計測貝を派

遣して，計測方法を見学・技術をさらに修得したい。と

の発言があった。

今|耐1，松木両理事，大儀兄副会艮，清水専務理事等か

ら,J･Cの事務局について，次のような提案・発言が

あった。

国際レベルのNORCの責任を全うするためにも，予

算面の手当をした上で専従職員をJ･C事務局に置く必

要がある。また，専用電話，専用FAXも必需品で､ある。

特に記録の残るFAXの利用が大切である。

大儀見副会長の提案により実施要綱，レギュレーショ

ン等の作成は，石井ルール委員長の協力を得て推進する

こととなった。

なお，大儀見副会長から石井ルール委員長が，バロセ

ロナ・オリンピックのジュリーとなることが決定された。

日本からは石井氏のみである。さらに,lil氏はアメリカ

ズ・カップ。のチャレンジヤーレースであるルイヴイトン

カッフ･のアンパイアにも決定されている｡胃の紹介があっ

た。

大儀見議長の提案により,J･C実行委員会を設置す

ることが決定され，委員長等の人事は，古川，今岡両理

事等の提案により大儀見副会長，清水専務理事，並木理

事で検討して早急に決めることとなった。

議題(3)支部・委員会報告及び議題(4)その他について

(1)久保常務理事から，本年1月から10月までの間に入

会した会員は,特別会員73名,正会員565名,準会員22

名計660名て､､ある旨また，これにより会員数は,特別会

員計922名，正会員計3,597名，準会員計57名，総計

4,576名となった。との報告があり新入会員660名の入

会が承認された。

また,平成4年度総会等の資料について､各専門委員

長あての文書に基づき提出方の依頼があった。

(2)石井ルール委員長から，最高琴'1委員会の人員構成

の規定に関し,NORC外洋レース規則及び社団法人

日本外洋1ﾘL走協会最高審判委員会に関する規定の一部

改正案が資料のとおり提案され承認された。

(3)朝河海事思想普及委員長から，資料により1992年2

月ll日から16Hまでの東京におけるポートショウにへ
本年同様NORCとして出展したい旨提案があり承認

された。なお，:予算は新年度予算案に繰り入れること

とされた。

(4)玄海支部川村Hll支部長から,1993年に開催予定のオー

クランド～福岡レース（仮称）をIYRUカテゴリー

Bのレースとすることの提案があり承認された。また，

本年12月17日から27｢Iの間に公式記者会見を予定して

おり，その際NORC本部からの出席をお願いした

い旨発言があった。

(5)中上ﾉ||財務委員から，資料に基づき大要次の報告が

あった。

①年会費値上げの件

健全な財務体質を維持するには会費等の経常収入と

管理費等の経常支出のバランスが取れていること力望

ましい。管理費，会報費のコスト・アップ｡をイベント

関係の収入で､今のところしのいて､､いるが，常態とは言

いがたいのて、，管理費を会費て補いたい。不足分は省へ
貝一人当たり約4,000円になる。このうち半分はコスト

の削減努力により,残りの2,000円は会費値上げによっ

て実現したい。ということで，本年2月理事会を経由

して代議員会の承認を得ているが，来年度から値上げ

を実施することとする。

1992年度からは，特別会員22,000円，正会員9,000

円,準会員5,000円となる。入会金は現行のまま据置と

する。

②今年度の収支状況

本年10月まて､の収支状況の実績を基に今年度の収支

の兄込みは，ク識アムレース，保険手数料等修正分を勘

案すると，本年度収入は約156百万程度と恋り，対予算

.14,000千円の未達が見込まれる。支出については，

管理費，レース関係事業費間接事業費，特別事業費，

名簿作成費等費I]間の入り繰りが散見されるが，集計

すると対予算△14,500千円となり，収支ほぼ等し〈な



ると見込まれ昨年度のように単年度支出過剰の決算は

避けられる模様である。

③平成4年度予算案提出の依頼

来年度予算案の提出をお願いする。提出期限は12月

20日で,会費値上げ分2,000円の本部支部配分は,本部

1,200円支部800円を目安に予算組込みを願いたい。本

件は，各支部長及び各専門委員長あて，文書によりお

願いする。

（6）中上川通信委員から,新VHF関連で①NORC三崎

海岸局に新VHFの機器設置を早急に申請したい。②

NORC下田海岸局の開局を早急に申請したい旨の報

告提案があった。

（7）大儀見副会長から,ORCから現行IORに代わる

新しい「グランプリ・ルール」に関する決定について，

へ次の概要説明報告があった。

ORCの考えは，レベルレーティングの目的は安全面，

経費面を考慮しつつ丈夫て乗り易い配慮をし，多くの

人が参加で､きるようにすることである。①IORフィ

ニッシュラインで競り合うという性格は維持したい。

②軽排水量としながらスタービリティを向上させたい。

③衝撃に対する強度を高めたい。④後刻,IMSの設

備を設置できるような船体構造とするルールを考えた
1，
吋o

ということで，これらの思考は1993年半ばには確定

、、

と0 Of応"鰍［

し,1994年からは新ルールとして発効するであろう。

(8)宮坂帆走委員長から，日本海レースは,本年はウラジ

オがオープンされなかったので中止となったが，次回

1993年は是非開催したい。来週，ウラジオストックを

訪れ実施の方向で準備を進める。実施の条件は，ウラ

ジオストックがオープンされることであるが，事実上

ヨットが入港できればよい，との考えで推進する。旨

の発言があった。

なお,大儀見副会長から，ロシア共和国がORCへ正

式に加盟申請をしているが,IOR艇隻数は,1,200隻

となっており,ORCでは向こう3年間に国際レース

に出場するIOR艇の隻数分についてのIOR手数料

を要求するとの対応である。

(9)林計測委員長から，本年のJ･C,IMS部門て、ハ

ンディキャップ･のインフ。ツトミスがあったことをお詫

びします。今後チェック機能を強化します。との発言

があった。

他に，質疑意見等はなく，以上で審議を終了し，

1940,第1171m理事会を終了した。

卜記議事録に誤りのないことを証明し，記名押印する。

平成3年11月19日

議長大儀見薫（印）

署名人宮坂敬三（印）

署名人古川保夫（印）

_NORC総会等諸会議及び関東支部総会等会議のご通知

例年のとおり下記の会議が剛崔されます。今回の議題

は，予算決算の誇義及び任期満了に伴う新理事の選任等

重要案件がありますのて､､，会員各位におかれては，万障

繰り合わせのうえご出席をお願いいたします。

NORC専務理事清水栄太郎関東支部長並木茂士

関東支部代議員会総会NORC理事会，代議員会，総会

日時平成4年2月15H(i)日時平成4年2月22日仕）

1300～1400関東支部平成4年度第1回代議員会1300～1440第1181可理事会

第1回総会1400～1500同｣二1440～1540第14回代議員会

1540～1610第119回理事会

1610～1700第36回総会

場所NORC,関東支部両会議とも右記会議場国立教育会館東京都千代田区霞ヶ関3-2-3

TblO3-3580-1251(文部省隣地下鉄虎ノ門下車）



ナスカ･ネット画で恩マ'.JSJI|盲報存……ノ報

ナスカ・ネットはダイヤルQ2を利用して毎時の風向風速、関東水域のコンディションや天気予報など

気象.海象を中心としたマリン情報を電話、ファックス、パソコン通信でサービスしています。

ダイヤルQ2を利用て＄きない地域の方でも、会員になればアクセスて．きます。

11月から、新メニューとして、関西と中部の風情報及びスキー情報を開始し、さらにFAXサービス

に誰でも禾,｣用て､きる一般情報ボックスを設けました。風の推移図干マリンスボーツ現地情報、スキーケ

レンデ情報などを取り出せます。

、豚，~噂齢

◇テレホンサービス(情報料金30円/分）◇フアクシミ'ﾉ検索サービス：会員制(情報料金100円/分）
①情報案内サービスの操作(サービス番号：6二）操作ﾉﾉ法，，‐一声一戸ざ・一

|念0990-301-177今6茸吟お好きな情報番号|a0990-321-177→情報番号＃→1#(確認）
<iﾐなマリン'|iti報需リ->(2#メニュー案'ﾉ､l)[今(会員制情報の場合）→会員番号#[令暗証番号#]

10#関東沿岸．ウインドインフォメーション(毎II#)=ウチヤイム音(15～60秒)の後、ピツポツパの音がしたら
11＃中部沿岸・ウインドインフォメーション FAXのスタートボタンを押す。

V12＃関西沿岸､､ウインドインフォメーション〈主なFAX情報番号>(2#メニュー案内）
一 へ

15＃南西東海沿岸水柵情報［会員制情報］

17＃黒潮情報10#雄新の地上天気Iﾇ1

50#ケレンデ､コンディションinT･"･火求、51#更測・柵13#r想天気図

南、52＃伊豆・御IMI崎14＃沿岸波浪f想lxl

55＃カメラがとらえたi[の島・東浜のコンディション15#東海沿岸の漁海況速祁及び衛星利用沿岸海況速報
鐸

60～65＃ダイピンク守・コンディション(関東～沖縄）17＃海洋速報

70#釣り情報(関東版),20#台風情級

86#KAZIマリングラズj直販怖報31#関東の火気-r報及び警報･注意報IxII

100#ヤマハ東京，、
測鰯蛎奮撫憲綴蕊”120#日本外洋帆走協会

132＃全ll本実業|､リポートセーリング述捌40#IMI來甲ｲI;越の週間天気概況・『報
300#スキー情報メニュー ［一般情報番号］

500#帆船サンタ・マリアの;":5#関東の風の6時|Ⅲ推移lxl及び晶新分布|叉l
(20～29＃会員制情報／尺気f報、台風情報)6#!|!部沿岸の風の6時間推移IxI

7＃関Iﾉq沿岸の風の6時間推稚|叉｜

②掲示板サービスの聞き取り操作（サ皇ビス番号：8重）50＃マリンスポーッ・現地コンディション(関東）
60～65＃ダイビンクゞ・コンディション(関東～沖縄）!a0990-301-177.8#吟掲示板番号；

……塁r………….….…..………"..……~…….~…．70＃釣り情搬(関東）
ー

掲 示板蘇り.1＃マリン．レース速‘服へ76＃ヨット情報(レース等）
IF

86#KAZIマリンク、シズj血販情報

③伝言板サービス(サービス番号：3＃録音、4算聞き取り)100#ヤマハ東京
300＃スキー情報メニュー

ia0990-301-177今録音3#/聞き取り4鴬§
500＃帆船ザンタ・マリアの航跡

;#BOX番号(1～500)今暗証番号(4桁):
◎会員の種類、会費

（60秒のメッセージが2111冊保存されます｡）会員会費サービス内容

入会金1万円ダイヤルQ2と加入回線でのサ

◇パソコン通信サービス(情報料20円／3分）特別会員一へ－－－両一ビス利用可。

a0990-321-177→情報番号＃→1#(確認）

［今(会員制情報の場合）→会員番号＃‘令暗証番号＃］

=ウチャイム音(15～60秒)の後、ピッポッパの音がしたら

FAXのスタートボタンを押す。

-.-9b

皇州

４
１
１

ダイヤルQ2と加入回線でのサ

ービス利用可。

(ファックスは月5回無料）

入会金1万円

年会員3万円
特別会員

’アクセス番号念0990-302-177 ダイヤルQ2でのテレホン、フ

ァックスサービス利用可。
入会金3千円

年会費6千円
一般会員

ケストの方はIDをGUESTと人ﾉJしてくだきい。

<主なメニュー＞

天気|ﾇ|、関東の天気r報、i[の,(b･)i(浜の棚lのl111像デー

タ、111:l1CBASSER''、セーリングクラブ、夕響イビングなど

ダイヤルQ2でのテレホンサー

ビス(会員制サービス含む)利

用可

1年有効3千円

3カ月1千円
カード会員

（テレホン･FAXサービスは、トーンI111線のものからご利用

下さい｡）

j伽㈱ﾅｽ蛎壼刷撤淵畷ｼﾙｸ種ﾝ'一別”
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※イムホフ･KIWIのジャケット､トラウザーはチームウエアとして御発注ください。
④イムホフ･オーシャンシｬｹｯﾄ●カラー:ブルー&ホワイト●サイズ:S/M/L/XL/XXL●￥36,000
※ｵー ｼｬﾝﾚー ｽ･ｸﾙー ジﾝグ川にテサｲﾝ没,汁､防′k､耐,理･''kに優れ､史にﾊー ﾈｽホルダー機能を術えた本格ｾー ﾘﾝダキｱ｡

⑧イムホフ･トラウザー●カラー:ブルー/レッド●サイズ:S/M/L/XL/XXLo¥20,000
※|jﾉj′k､11‘I寒'l'|はもとより､Ⅲ､i久‘|'“群を披く本絡セーリングトラウザー。

巳)イムホフ･コースタルジャケット●カラー:ブルー/レッド●サイズ:S/M/L/XL/XXLo¥28.000
※インショアのIシーズンにk,11心｡|:付､肌を光分に防ぎ､’1.j麺力''''2に優れ､ディンギーかﾄ゙』クルーザーまでオールマイテイなジャケｿﾄ。

、イムホフ･クルージングゾｬｹｯﾄ●カラー:ブルー/レッド●サイズ:S/M/L/XL/XXLo¥32.000
※インショアからオフショアのハードなセーリングに､‘lえ､インナーキルティングが保温,|'|を,I､fjめた､櫛‘,I川lのジャケ‘ｿﾄ。

ロイムホフ･セーリンググローブ●￥4‘500
※ディンギー、クルーザーをllliわボハードに1m,IえるlIi･I久性に優れたグローブで魂

Eハイシース･レーシンググローブ●￥4.800
※ディンギー､クルーザーを''1わず軽いハンドワークを約束する伸縮性に侭れたセーリンググローブです。

⑤KlWl･コースタルシｬｹｯﾄ●カラー:ブルー&ホワイト●サイズ:XS/S/M/Lo¥46.000
画K1Wl･トラウザース●カラー:ブルー●サイズ:XS/S/M/L/XLo¥32.000

⑭,ハーケンボートシューズHS-1●サイズ:5インチ～14インチ●￥11,800
①ハーケンボートシューズHS-2●LEATHERTYPE●サイズ:5インチ～14インチ●￥16,500
※'11:'ノドの卜ソーフセイラーのノウハウと､フ､,ノトウエアーを代炎するsanc<,nVのテクノロジーと､HARKENの海のノウハウか‘‘｣I廷'|くした次''1代のボートシューズです

…
ハーケンジャパン株式会社〒662西宮市西宮浜2-21-9TEL.0798(22)2520
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薬師寺さんさようなら

一昨年は関根さん昨年は薬師寺さ

んと，大光達を続けて失った。お二

人とも，その知己を得られなかった

ら当方の人生は変わったかも知れな

いほど，お世話になった。そしてお

そらく多数のNORCメンバーも，

お二人の好意に甘んじ続けて，つい

にその借りを返すことなく終わった

のて､､は唾いか。

思い出すのも気恥ずかしいが1959

年頃，季刊だったか隔月刊だったか

忘れたが，当時II本唯一の専門誌を

手掛かI)にして，臆面のないビギナ

ーの特権を発揮，有楽町の関根さん

のお店にいきなり飛び込んで，ヨシ

|､に乗りたいヨットが欲しい，何と

かして下きいとお願いをした。これ

を切っ掛けにして，デビューしたば

かりの最新鋭15フィートディンギ

ー，シーラスクラスを入手，鐇習の

スロープも確保していただき，当方

の現在に至る，ン十年間の遊びがス

ター|､したのだった。その後，新宿

湾内からスター|､する花の大島レー

スの見送I)を続けて，いつの日かは

という思いが次第に募り，関根さん

のクルーザー教室に参加。これがた

しか1963年。この頃,関根さんの<シ

ャークVll>は走水港に紡われていて，

よく顔を兇せられるのが，隣接の防

大走水ポンドのハーバーマスター，

薬師寺さんだった。

この頃は挨拶を交わす程度の関係だ

ったが，当方も加えていただいた，

クルーザー教室の同窓生で所有する

艇が．ホームポー|､を油壺から新設

のシーポニアに移し，やがてシーポ

ニアで､お仕事を始められた薬師寺さ

んと再会してから，関係は一気に緊

密となった。一気に緊密とははなは

だしく手前勝手な言い方で，正｢白に

いえば薬師寺さんへの一方的なおん

ぶにだっこが始まったのである。あ

の優しいl-lの頼まれたら嫌とはいえ

ない人柄に付け込んだのだ。

当時，当方は帆走委員を務めてい

た。年に何回かはシース委員会を組

織しなければならず，ひと仕事だっ

た。だ力藥師寺さんがシーポニアに

見られてからは，仕事が目に見えて

楽になった。最初はおそるおそるだ

ったとは思うが，仕事を快く引き受

けて確実にこなしていただけたのを

幸いに，依頼の内容は次第にエスカ

レート。電話一本でNORC倉庫の

中の備品点検，マーク打ちと|可収の

手配，ときには本部艇のチャーター

手配，事後の備品収容などなどの裏

方の雑事一切をお願いしていたから

だ。思えば，薬師寺さんがシーポニ

アにおられた間，もしかしたら十年

近く，小網代湾口て催されたNOR

Cのレースは，薬師寺さんの決して

表に現れないフォローに，全面的に

依存してしまっていた。

関根さんはNORC創立メンバー

のお一人で､ある。クルーザー教室の

卒業生て鱗，現在NORCの役員の方

は一人や二人で､はない。にもかかわ

らず関根さんは，手塩にかけたはず

のNORCから次第に離れていった。

理IIIはよく判らない。しかし海外の

ヨットクラプて必ず'1に入る，相当

な年配のシニアメンバーと符いクル

ーの交歓のシーンを蘇らせると,N

ORCの機能には当方て．も淋しい思

いがする。関根さんの晩年の心中は，

これも判るわけがないけれども,N

ORCは大先達の処遇に万全だった

とはとうてい思えない。だいたいが．

関根さんは教えるのがご自分の趣味

だったとしても，ハウツーの数多い

著作を含め，いかに多くのビギナー

をサポートしたか。後に続く世代に

服部一良
凸

蕨七

樋
戸里

薬師寺氏

間違いなくフ･ラスをもたらしている。

NORCの機構にその機関がないの

はもちろん，当方の知る限り，関根

さんと替われるような面倒見のいい

方は，唯一人も思い当たらない。

薬師寺さんの場合も似ている。薬

師寺さんは，人が喜ぶことであった

ら，その人の笑顔だけのために骨惜

しみをしない，空前絶後に無私無欲

な方だった。「人がよすぎる，みんな

薬師寺さんを頼っているんだから，

ほどほどにしないと，身体を壊しま

すよ」と調子のいいことをいいなが

ら，最後には「じゃ，あれ忘れない

でお願いします」などいう当方だ～

たが，自己主張には無縁の薬師寺さ

んのような方がおられて，どうやら

糸鵬哉が保たれていることを，あらた

めて思い知るだけて､､ある。いったい

過去何回のNORCのレースで，薬

H1時さんは延べ河畔間費やされたか，

思っても見当も付かないが,NOR

Cは声高なボランティアには応えて

も，裏方に徹する真のボランティア

に報いる方法を持てなかった。

ともあれお二人の大先達を失って，

当方もそろそろ言|報には接するのが

増える年代に入った，個人的な感|班

はもちろんだが,NORCが喪失し

つつあるものをお二人が代表してい

るようで，悲しい。
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計測委員会よりお詫び
イングを開き，対策を協議した。

(1)組織上のチェック機能の再ｲi儒忍を

行った。いわば，人海戦術の確認てﾞ

ある。図1参照

(2)同型艇があれば必ずつき合わせて

チェックする。

(3)IMSがデザイナー・う｡ルーフで

あり，かつ，ハルデータに関する秘

守義務が課されている中で，船体関

係のアウ|､フ･ツト・データのチェッ

クは困難であるが，リグ関係，フ･ロ

ペラ関係インベントリー・リスト

などは,IORと同様にチェックで、

きる。

(4)IORの証書発行プロク響ラムて､､は，

おかしな値が入力されると，いくつ

かの項目に対しては，チェック機能

が働き，注意事項がアウトフ。シ卜さ

れる。IMSう。ログラム自体若<,

自己チェック機能が含まれていない。

36FT艇のプロペラシャフトの直径が

30cmあっても，まじめに計算してし

まうのである。IMSでは，かなり

の部分が，いわゆるブラックボック

スに近い状態におかれており，フ･ロ

ク、ラムに手を加えることは困難だが，

簡単な内容て醇あっても，チェックす

る機能をもつ，なんらかのプログラ

ムを付加することが検討された。

ジヤパンカップオフショアシリー

ズのレース結果について

レース委員長宮坂敬三

シリーズ終了後，計測委員会より，

シリーズに参加していた「クリフ｡ト

ン」(IMSクラス)の計測証書のイ

ンフ・ツトデーターに一部，ミスがあ

ったとの連絡があり，当惑した。調

査してみると誤りは確かて､､あり，発

表したレース結果にも影響すること

へ判明した。その取扱いについて，
先輩諸氏においても議論が紛糾する

ところとなり，悩みは増大したが，

最終的にはレース結果の変更は行わ

ないものとすることとした。

レース委員会には，シリーズ中に

有効な計測証書をもとに成績を計算

し，発表する任務が課せられている

のは間違いのない事て．はあるが，シ

リーズなり，一つのレースが終了し，

結果を公に発表した後に発兄された

ミスにより需十算なり，再発行され

た証書により結果を変更することは，

その権限においても，ルール化され

ていないというのが判断理fl-Iの一つ

て鹸ある。

外国においても，又国内において

へ，｜司じような例で，レース結果を
変更したと言う事実が無いと言うの

ももう，一方の判断理由となってい

る。

他のスポーツにおいても，あるい

はイベン|､においても，その結果な

り，成績は速やかに終息すべきもの

であり，故意なり，悪意でないかぎ

り，その時の資料により出された結

果を変更しない方が，より大きな市

民権が得られるものと考えている。

今後の対策として，計測委員会に

おいては再発防止に鋭意努力され，

会員各位が，自艇の証書に自信と責

任をもってサインをし，誇りをもっ

てレースに参加出来るようシステム

を構築する事を望みます。

計則委員長林賢之輔

91年ジャパンカッフ。が無事終了し

た約1週間後，同シリーズに参加し

ていたIMSクラス<Krypton>の

証書の一部に誤りがあったことが判

明しました。

関係各位の皆様に多大の御迷惑を

おかけ致しましたことを，深くお詫

び申し上げます。

起こった事事と今後の対策を述べ

て，今後このようなことが起らない

よう十分に注意し，て､きるかぎり公

平を保ちたいと考えています。

皆様の御理解と御皮援をお願い致

します。

1．事実

誤りは，同型艇<ISISII>の

証書とつき合わせることによって発

見されたものて炉，う。ロペラシャフト

の径PSDが0.030て需あるべきとこ

ろ,0.300という数値が入力されてい

たのて癖ある。

間違えが起こった過程を調べると，

計測値を現場で書き込むワークシー

トから，コンピューターに入力する

ために作るインプッ|、・シートに転

記する際に誤記が発生しており，コ

ンピューターには，そのまま誤った

値が打込まれた。

アウトフ｡シ|､．シートは何人かの目

を通って証書として発行され，ジャ

パンカッフ･シリーズ期間中は，公に

掲示されていたが，誰も気付･いてい

ない。

単純なミスだが,結果的には重大な

ミスであった。正しいPSD値を入

れ直すと,GPHて鱗9.9秒(1マイル

当たり）の差が生じる。レースは完

全に終了していたが，レース結果を

再計算すると,IMSクラスの総合

順位も入れ変ることが判明したので，

宮坂帆走委員長に事実を報告した。

2．対策

計測及び技術委員会の緊急ミーテ

｢ﾇｦ干弓＝1

計測データ
4。
インプットシート作成
4

瘻霧周

序王ﾜ列

コンビユーター･ｲﾝプﾝﾄｰ序王ワヨ
↓

アウトブソト画面コピー
↓

|ﾒジｬﾗｰ|－＝

|事務局｜

ｱ戎プｿﾄ仔王ﾜﾗ1
↓

|垂'辱憲ﾗー｜’ﾁｪｯｸ･ｻｲﾝ’
↓
【 |チェック･サイン
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写真上：オステンドハーバー

写真下：運可にかかる橋がはね上げられている
ヘ

ーバーは運河の中にあるので海に出

るためには道路閉鎖と水位調整が必

要である。コントロールタワーへヨ

ット備え付けの電話で出港を告げ，

水門を開いてもらうのである。我々

のヨットたった一杯のためにそれを

してくれるのて醇ある。

翌朝は,予定通り朝9:30出航しクラ

ンクになっている湾内を出た途端に，

ややうねりの大きな湾口へ出たのて、

あるが，そこて穣スキッパー「メイン

アッフ。／3ポイン|､リーフ」て､ある。

これある？日本で。1ポでも［出港

停止］とばりかねない日本での常識

は，ここでは関係ない［あんたの勝

手］の世界なのでしょう。後で分か

ったのであるが，今の季節はこの『へ

が吹〈のが普通とのことである。お

客さんがいない訳はこれで､あった。

ともあれイギリスのラムズケート

に向かって出港したのである。3ポ

イントなのにライジャケも付けずに。

出港後最初にカジを譲られた私は，

初めて経験するラットを握り右に左

にカジをとり－－やっと慣れたかな

と思ったころの事である。一緒に行

ったおじさんの一人が早速船酔いに

かかってしまったのである。やはり

一日置いて時差ボケを取ってからに

すべきであった？

それまでは，真上りポートタック

でバウを青波に突っ込みながらのセ

ーリングであったのであるが，すぐﾞ

ドーバー海峡は甘くなかった
HMYC&･デルフィナ”西村紘章

皆さんご存じて㈱しようか？［ドー

バー淘庚を泳いで渡る人がいること

を]｡私,行って来ました。もちろん

泳ぎではなくヨシ|､で一杯やりなが

らノンヒfリとクルージングを楽しみ

ながらと思って。気楽な気持ちでチ

ャーターヨットでベルギーのオステ

ンドからフランスのダンケルク沖合

経由でイギリスのラムズケート（約

60マイル）に向かって。

日本人4人とオランダ翻人のスキッ

パー2人（一人は女性のコスキッパ

ー）の6人で出帆したのは9月30日

月曜日の朝9時30分て､ありました。

何かの参考になるかも知れませんの

でその結果と，垣間見たあちらのヨ

シ|､事情について述べさせていただ

きましょう。

そもそもこのクルージングを計画し

たのは，今年の6月，友人がブラッ

セルにいることから「あいつに頼ん

だら何とかなるんじゃないかナ」と

思ったのがきっかけである。電話し

てみたら,lカ月くらい後になって

「チャーターヨットがありますのて、

可能です」とのこと。すぐやに「ヨシ

やろう」と決めて航空券の手配と

もかく“フインランデイア”の藤島

さん（フィンランド航空・営業部長

HMYC)にお願いし超割安の航空

券（金額は内緒）を手にして一路ベ

ルギーのブラッセル・ザベンタム空

港へ。同行者は3人，小生（47歳）

と後2人。どちらもおつりのいらな

いおじさんであるが，今回の目的は

ただひたすらドーバー湖庚横断往復

である。

ザベンタム空港に着いたのは17

時。その足でそのままオステンドの

チャーターヨットへ乗り込む。朝日

本を出て，その日の夕方にはもうヨ

ットの上である。

ここで『チャーターヨット｣のこと

をちょっと。あちらでヨットに乗る

ためには予約が必要であり，予約の

ためには『契約』が必要て斜ある。し

かも2か月も前に要求される。金額

は安いのにここが違うのである？［日

本］とは。3日間予約でたったの約

6万円(H本のl／4？）。これに

食費をフ･ラスして－て､あるが，こ

の条件には操船と食器の後片付けが

義務付けされる。これをしない場合

う。ラスαが加算されるのである｡船は

36フィートのマストトップ。リク÷て､､フ

ァーラージブの典型的なクルージン

ク艇であったが，実はこれ29フイー

トの値段である。今の季節お客さん

がいないのと，6人とゆう人数が幸

いし，同じ費用で36にしてくれた。

お客さんがいない理出はすぐに分か

った。もち論出航してからである。

では，出航の情景から話しましょ

う。オステンドのハーバーは駅前約

40メートルにある。但し，ヨットハ
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にスターポードタックに変えアピー

ムにしてベルギー沿岸沿いに進路変

更。それからは激しかったスフ･レー

を押さえた帆走であり［戦意］はや

や喪失。その時はまだ心は「一心に

ラムズケート」であったのであるが，

彼の今回の舟鯛鼎いはいつもと違い半

端ではない。ケイレンまでしている。

船酔いなど経験のない小生も気持ち

悪くなりコマセまきをはじめてしま

うありさまである。小生はコマセま

きだけでダウンには至らなかったの

で幸いしたが，ヨットを翻ろうする

あの波は，相模湾のそれとはやや連

へような気がしたが司司じかな？

結論から先に言うと，ドーバー横

断はあきらめ10マイル程離れた所に

あるニューポートというヨットハー

バーに入り，天候回復を待つことに

した。オステンドを出港して4時間

半のことて鹸あった。ニューポートは

ベルギーでは有名なヨットハーバー

て癬日本中のヨットを集めてもまだ足

りないのではないかと思われる程の

ヨットがもやわれているハーバーで

ある。そう豊かではないはずのベル

ギーにナゼ？と思わざるを得ない光

景て､､ある。ハーバーの中には4つの

クラブがあり，それぞれのクラブハ

ウスのブラック､ポールにはクラブ旗

が24時間はためいており，その存在

へ誇示しているように見えた。

季節柄と平日であったことで,人出

はほとんどなくやや寂しい雰囲気で

あったが，気が付いた事は，一つに

はほとんどのフオ､が35フィート以上

であり30フィート程度はマイナーで

あること。また，ほとんどがマスト

トップ｡でファーラージブのクルージ

ング艇で､あり，レーサーなど見当た

らないのである。更に，年代物の木

造艇や［鉄のフオ､］も混じっており

その歴史を物語っている。レースは

あまり盛んであるとは思われない。

そういえば我々のチャーターヨット

にもスピンはなく,ベルギーには[よ

り速く］なんて言葉は通いのかな？

と思う程であった。

その他，フオ､の造りやポンツーン

の様子などまだ紹介したいことは多

くあるが，本題て穣はないのて、ニュー

ポートの紹介はこの位にして，その

後であるが，その夜はとにかく，翌

日の天候回復を祈って[艇中泊]・予

定外ではあったが,［シケた海の楽し

くないクルージング］よりはずっと

いいに決まっている。スキッパーは

「日本人はなさけないナ」と思った

カモ知れないが？何も言わずに我々

の意向に同意してくれたのである。

とにかく優しいスキッパーなのであ

る。もしかした．ら持参したお土産が

効果したのかもしれない。

さて翌日であるが，フオ､から出て

空を見るまでもなく［リギン狂騒曲］

が鳴り響いているて､はないか。クラ

ブハウスのクラブ旗もちぎれんばか

りに旗めいている。おまけに風向き

も多少シフl､したとはいえ，昨日と

同じくイギリスから吹いている。

ともかく朝食を済ませて「さてど

うするか？」スキッパーを囲み腕組

会議？が始まったのであるが，スキ

シパーの意見は「一担出港してタ、メ

なら戻って来ましょう」て､あった。

その意見は多分，はるばる日本から

来ているのて職安易に「今日もタ、メ」

とは言えなかったのだと思う。

我々の意見はというと,簡単に｢何

もここまで来て無理することはない

よ，ドーバークルージングは果たし

たことだし，この風では出るまでも

ないよ」であり，結局ダンケルクさ

えもあきらめコスキッパーのリヤさ

んの提案する［ブルージュ見学］に

変更したのて、ある。

二人をヨットに残しての，すばら

しい［ブルージュ見学とムール貝の

ワイン蒸し]はさておき，これで[フ

ト思いつきのドーバーチャネルクロ

ッシングは挫折］なのである。明日

はオステンドに戻るしか産いのであ

るが,[泳いて渡る人がいるドーバー

海峡をヨットでも渡れなかった日本

人]･

日本へ帰って皆に何と言おうか？

とどうでもいい事を悩みながらも｢い

いじゃないか，皆にはアントワープ

へダイヤモンドを買いに行ったつい

でに，ドーバー海峡でクルージング

して来たヨとでも言っておこう」と

言うことにしたのである。

日程にゆとりのない我々の休暇，

今回はこれだけであるが「イギリス

からのワンウエイも可能て鰻すヨ」と

の話を聞き「ホンジヤまたやるべ」

と話しながらザベンタム空港を後に

したのであるが，だれの顔にも無念

さなど微じんもない[NARITA]

であった。
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写真上：ニューポート・ヨットハーバーダイヤを買ったついでにドーバー謬決をクルージングした!？日本人と，オランダ人2名の御一行様.／
写真下：ニューポートにあった年代物の木造艇
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レース経過報告 レース委員長平賀威

欲しいとのことなのて､ただちに救急

車を手配し待機した。フィニッシュ

まで､3.5M地点とのことなので15分

～20分で､到着すると判断したが，結

局01:07のフィニッシュでシーポニア

のポンド内に接岸したのが01:20頃と

なり，救急車を40分程度待たせるこ

ととなってしまった。下山さんの状

態も予想していたより元気で自分で

歩いて上陸することが出来，まずは

ひと安心となった。

その後"獺方主”“イシスII''"ハム

ノ､ム”“チャーチャン”‘‘リッフ｡ル1－

“織姫""シルフイード""サマーノー

ズ""ノープロブレム""ケロニア""青

葉”“アーカンシェルII""紫魂"と順

調にフィニッシュしてきた。

03:37にフイニッシユした“アルフ

ァ”は帰着申告の際クルーの浅尾さ

ん本人よりフィニッシュ手前のデッ

ドランでワイルドジャイブしブーム

パンチで頭部を打撲し，自ら病院で

手当てを受けたが軽傷で済んだ旨の

報告を受けた。いずれのケースも諸

磯沖をアビームで北上し小網代沖の

灯浮標を而綜恩し，ベアして大防網を

避けながらフイニッシュラインにア

ブ。ローチする際の強風と波の悪い中

をデッドランて鹸I1l走し，ワイルドジ

ろしおIII''は風早にあと10Mの地点

(20:00)でポート側のスフ｡レッタ守－

に異常があり，大事をとってリタイ

ヤしたとの報告があった。風は20ノ

ット以上で波高3mとのことて鹸各艇

の苦戦が想像され，事故のないこと

を祈りフィニッシュ艇を侍った。

本部船で､22:40頃航海灯が見え，フ

アース|､ホーム艇が何か興味深々と

なったが，22:55予想通り“海太朗”

がファーストフィニッシュした。続

いて23:19“コンテッサX''がフィニ

ッシュしたが，フィニッシュ直後エ

ンジンがかからず防波堤内側のワカ

メ棚に寄せられレスキュー艇の要請

が出たため，山下ポートサービスに

連絡し救助を依頼した。続いて“か

らす，'“ロシナンテ”“ボーイ”とフィ

ニッシュが続き5艇が24HO:00ま

でにフィニッシュした。続いて“マ

ウフ･ティ”より竜王の北16M地点(19:

40)でラダーにシー|､がからみリタ

イヤしたとの報告が入った。

00:25本部船より負傷者発生の報告

を受け，レース本部は緊張の色につ

つまれた。‘‘ラッキーレディV''のク

ルー下lllさんがワイルドジャイブの

際のブームパンチで後頭部を強打し

記憶が定かでない，救急車を呼んで、

北の風l～2ノッ|､のベタの中で

のスタートとなった。各艇とも風向

が定まらない中でスピンの展開も思

うようにならず，先が思いやられる

スタートとなった。

“紫魂"，“イシスII'',"シルフィー

ド",“アルファ”“〈ろしおIII'',が上

側からの好スタートとなった｡"海太

朗”“アフロディ タJr"は少し遅れ

たが最上から良いすべりでスタート

していった｡“フジⅢ",“サーモンⅡI"

は最下からのスタートで，強い潮に

もどされなかなかスタート出来ず。

1l:53､&フジIⅡ”のスタートで全39艇

のスタートを確認しスタートライン

の紋lXをした｡16:00フィニッシュラ

インの設置作業に入り16:30Jgl)フイ

ニッシュ艇を待つ体制となった。

16:45"フジIⅡ”よりリタイヤの第

一報が入り，続いて“ベーシック”

“サーモン111"のリタイヤ報告が続

いた。いずれも超ベタに悩まされて

早目に見切りをつけたとのことだっ

たが，日没の16:30頃より，急に風が

強まったことを考えると少々早過ぎ

たのではと残念に思われた。

21:31“シグナスV''よりN35o

10',E139｡33'の地点(18:45)でリ

タイヤしたとの報告を受けた｡又"〈



ヤイブしてしまったとのことであっ

た。

続いて"梓"“ナジャ1V''､アフロデ

ィータJr""はやとり”"ドンキィイン

パレス”“テレマテック”“衣笠"と順

調にフィニッシュした。

06:39フィニッシュした“ブラック

シープ”より，フィニッシュ後ぺう

IMSで勝つまでは
今岡又彦

IMS推進派て､IORバッシャー

として（冗談）つとに知られる石原

オーナーの“コンテッサ”の新艇X

~が進水したのが今年の4月。大勢
の仲間にパーティに集まって頂きな

がら，その前の初セーリングの時に，

ブームをこともあろうにオーナーの

頭に落として怪我をさせるという醜

態を演じ，折角のパーティも白けた

ものとなってしまいました。

その後のレースでも,『初島レース』

で座礁したり，『鳥羽レース』て､はス

テアリングのトラブルで､リタイアな

ど，ご製織きて、良い所がありません

て、した。

どちらかというとケンを担ぐ方の

オーナーも，今度の艇のツキに不安

を憶えるようになっていたのて､，何

とかこの様な状況から脱却しなくて

は，早く勝機をつかまればと気持ち
一

焦っておりました。マオ､一ジメン

トを預かる人間としての偽らざる本

音です。

艇の性能については,｢STC』な

どで競ってもIORの50フッターを

凌ぐスピードで，ポテンシャリティ

の高いことは分かっていました。ハ

ードは揃って，あとは乗り手を含む

ソフトに問題があることも十分認識

しておりました。IMSは現在の｢究

極のルール」とかで，どれだけ艇の

持つ性能を引き出せたかて勝敗が決

31

にシー|､がからんだためエンジンが

使えず，コミッティポー|､に近寄れ

ないので帰着申告と航跡図を郵送し

たい旨の連絡が入りこれを了解した。

その後約2時間余りたって“サンブ

ルメ”と“グレートピーフ°ル”がほ

とんど同時にフイニッシュし，残る

は“は組”のみとなった。

OF応"飯f

09:00"は組"の野口さんより23日

21:15にリタイヤを決め現在浦賀沖を

木更津に向けてIIﾘl走中との連絡を受

け出場39艇の全艇存在力確認され，

フィニッシュラインの撤収を行った。

10:10横須賀海上保安部平塚氏あて

に無事レースが終了した旨の報告を

行い,11:00レース本部を解散した。

IMSクラス優勝"コンテッサX''

まるそうですが，まともに走れたと

思ったレースでも修正で､負けたりし

たのて私自身「本当かな』という''製

疑的な気持ちに段々なってきてしま

I，土Iナ尹
則参レイ呈○

『小網代カップ。』は我力艇にとっ

て5戦目の外洋レースて領す。今回は

都合の悪いクルーがいて，12位が必

要な所を9名しか揃わず，始めから

厳しい闘いを覚|吾していました。

GPSが本レースでは使用不能と

聞いた時，「しめた」と思ったのは，

私も，もう古いヨシ|､乗りなのでし

ょうか。島廻りのカンを活かすチャ

ンスと本能的に感じたからて識す。

レース展開で､は，スタート後の微

風下“カラス”が良く風を拾い艇を

滑らせ，また“海太朗”が下の風の

無いドツポから脱出し，比べてまだ

風のある我々のラインまで這い上が

ってきたのは流石という感じがしま

した。

このIOR2艇とは大島まで一緒

て鹸，走り比べられる艇が側にいる事

が励みになりました。

30ノット近い風の中，クローズてゞ

竜王崎を凹航，フリーになると“海

太朗”はスピンをアビームで上げた

のだろう，すぐに船尾灯が見えなく

なった。我々はしばらくジブで走り，

風が後に廻るのを待ってスピンを上

げた。この辺の積み重ねがあとて醇大

きな差として現れてくるのだ。

復路はスピンで艇速13～14ノット

の快走，三崎へのアブ｡ローチでは心

配した通りクルーの手数が足りず，

スピンのジャイブに失敗し，ジブに

代えてフィニッシュヘ161かつた。

レースを振り返って勝因らしきもの

を考えると，①人数が乏しかった故，

段取りを而侭恩し，全員が気を抜かず

取組んだこと②レース中盤以降は強

風て、，微妙なセールトリムは必要な

く，安全確実なトリムを,L掛ければ

良かったこと③トラブルが少なかっ

たこと，が挙げられます。

とはいっても,今回は強風の時間が

割と長かったのて､､大型艇に有利だっ

たことは否めないだろう。微風順

風どの様な条件下て､もキチッと走れ

る様練習を積んて､､いかればと思っ

ています。

とにかく，このIMS初勝利を契機

に“コンテッサ”の『第3次黄金時

代jを築くべく，年末の『ジャパン・

グァムレース』を手始めに頑張って

いくつもりでおりますので，皆様

ゆめゆめ油断されませんように。

最後に，この誌面を借りてリクル

ートを｡｢"コンテッサ"て､はやる気の

ある若者を募っています。いつでも

気軽に訪ねて下さい」

今月の表紙:トーヨコカップ・ジャパン

・グアムレース'92で、スタート後ウエザ

ーマーク回航のトップを争うくコンテッ

サX>とく摩利支天＞写真’市川和彦
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その速さに魅せられ､その美しさに酔わされ･この艇には､海と風を圧倒する存在感が漂う。

YAMAHA31SLTD誕生｡チーク材を賛沢に使用したキャビヱ

快適さをもたらす数々 の装備品を搭載｡穏やかなカーブを描くハルラインもそして個性的なスカルブチャー

最強のクラブレーサーに求められるポテンシャルは､この美しいデザインに象徴されている。

I
主な揮準装鰭：ｷｬピﾝ･チーク鯛木部仕上I〃ハルｻｲド,ファブリック内張り／電動ﾏﾘﾝﾄｲﾚ／ソーラーバッテ'ノーチャージャー
ハーヶン社製ブロック/セルフテーリングウインチノノエリプティカルキール／エリプティカルラダー

YAMAHA31SLTD
●全長9.50m●水線長7.90m●全幅3.24m●吃水1.88m●完成重量3.150kg●バラスト重量1,180kg
●全セイル面穣45.03m』●バース数6●最大搭載馬力l8ps●燃料ﾀﾝｸ容量60Q●定員12名(平水)●航行区域遠洋
■平水･限定沿海標準価格例Y10,031.100
祭2GM18ps付・法定安全燭品が含まれています_ｵブｼｮﾝ《船舶検査貢用．運賃､消戸税は含まれていません”

趣

全国のヤ宅/Iのお店で好評開催申

兜ﾅﾌﾏﾗﾉlヨツトリザーブセール.･雛2月末日迄

ヤ初Iﾖｯﾄ勿ルーザーCﾉT叡一を含靭を誠約の方にもれなく帆船彫刻置物をスﾉぜﾝ､、

ⅡHIIIIMAHIN[llf[!
漁へのｽﾀー ﾄﾗｲﾝ|ヤマハボートラィセシススヮール 北海道ヤマハ株･･･笠011-612-1060ヤマハ関西株…･･･公06-535-167l

ﾔﾏﾊ東北,株･･･,･･盃022-235-1031ヤマハ中国株.'……狂082-285-491l

ﾔﾏﾊ東京株,…･‘恋03-3444-9971ヤマハ四国株.'……盃0878-67-380O

ヤマハ中部株.･･…盆052-913-2121ヤマハ九州株……盃092-472-5261

●カタログこ希望の万は､喧名.紺厘名を明肥のうえ.下肥まで。ヤマハ熊本株･･･…盆096-357-7161

〒438胖岡県馨田市新貝250oヤマハ発動機株式会社広報室宣伝腺

海をエンジョイしながらのカリキュラム｡詳しくは.右ﾛ己またはヤマハマリンプラザ

マリンショップまでと~うそもヤマハ製品についてもお気軽にお問い合わせください

｜安全がﾏﾘﾝｽポー ﾂの基本で古，｛栽瀧｜し謝礪》し擢鶏レ鱈息"鱒鳥，



今
回
、
そ
の
シ
ー
マ
ン
と
し
て
の
黙
約
の
幾
つ
か
が
破
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
事
実
と
し
て
厳
格
に

Ｌ
〃
と
ら
え
、
反
省
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
不
本
意
な
事
実
が
な
に
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

く
れ
た
か
は
、
い
ろ
い
ろ
意
味
づ
け
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
あ
る
い
は
我
々
の
心
の
内
に
社
会
の
こ
の
豊
さ
や

よ
る
ず
技
術
の
瞠
目
す
べ
き
進
歩
に
幻
惑
さ
れ
て
、
そ
う
し
た
進
化
に
よ
っ
て
も
決
し
て
淘
汰
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
大
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
厳
し
さ
、
凶
々
し
さ
に
つ
い
て
侮
り
が
あ
り
は
し
な
か
っ
た
か
。

そ
う
と
す
る
な
ら
、
我
々
は
も
う
一
度
人
間
対
海
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
考
え
な
お

さ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
も
は
や
協
会
の
仕
事
と
し
て
の
海
事
思
想
の
普
及
な
ど

と
い
っ
た
作
業
で
は
及
ば
ぬ
、
人
間
と
し
て
自
分
に
つ
い
て
見
つ
め
な
お
す
「
あ
く
ま
で
個
々
人
の
責
任
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
レ
ー
ス
も
ま
た
人
間
の
嗜
好
に
の
っ
と
っ
た
行
事
で
あ
る
限
り
、
そ
の
中
で
無
意
識
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
も
知
れ
ぬ
逸
脱
に
つ
い
て
、
犠
牲
を
強
い
ら
れ
た
者
こ
そ
が
同
じ
仲
間
た
ち
の
た
め
に
声
を
上
げ

る
責
任
が
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

今
回
の
グ
ア
ム
・
レ
ー
ス
で
の
大
遭
難
を
振
り
返
り
、
ま
ず
は
失
わ
れ
た
多
く
の
友
人
た
ち
の
冥
福
を
祈

り
、
併
せ
て
幾
重
も
の
反
省
と
、
そ
れ
に
の
っ
と
っ
た
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
ゞ
払

わ
れ
た
大
き
な
犠
牲
に
報
い
る
せ
め
て
も
の
手
だ
て
と
信
じ
ま
す
。

事
件
の
後
、
例
に
よ
っ
て
、
オ
ー
シ
ャ
ン
・
レ
ー
ス
の
実
態
、
と
い
う
よ
り
そ
れ
以
前
の
世
界
的
基
本
ル
ー

１
Ｊ
ル
を
知
ら
ぬ
一
部
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、
今
後
の
レ
ー
ス
運
営
の
基
本
を
揺
る
が
し
か
ね
ぬ
批
判
や
注
文
が
出

Ｆ
１
ま
し
た
が
、
幸
い
コ
ミ
ッ
テ
ィ
当
事
者
や
協
会
ス
タ
ッ
フ
の
冷
静
か
つ
懇
切
な
対
処
で
、
社
会
一
般
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
．

し
か
し
な
お
そ
れ
と
は
別
に
、
今
回
の
遭
難
事
故
を
振
り
返
り
、
冷
静
に
厳
し
く
詳
細
な
分
析
を
加
え
る
こ

と
で
、
我
々
は
今
回
の
犠
牲
を
無
駄
に
せ
ず
、
後
人
の
た
め
の
よ
り
良
き
措
置
を
講
じ
て
い
け
る
筈
で
す
し
、

ま
た
そ
の
責
任
を
か
わ
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

か
っ
て
１
９
６
２
年
の
初
島
レ
ー
ス
で
の
大
遭
難
以
来
協
会
は
み
ん
な
し
て
、
レ
ー
ス
の
安
全
の
た
め
の

い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

す
べ
て
の
レ
ー
ス
運
営
が
同
好
の
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
努
力
で
行
わ
れ
て
い
る
限
り
、
み
ん
な

し
て
作
っ
た
ル
ー
ル
の
徹
底
は
、
一
部
は
互
い
の
紳
士
協
定
と
し
て
運
用
さ
れ
る
の
は
当
然
と
い
え
る
は
ず
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海
に
死
せ
る
仲
間
た
ち
の
た
め
に
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団
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こ
れ
は
あ
く
ま
で
私
論
で
す
が
、
し
か
し
か
ね
が
ね
い
っ
て
き
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、
今
日
の
Ｉ
Ｏ
Ｒ

ル
ー
ル
に
表
象
さ
れ
る
オ
ー
シ
ャ
ン
・
レ
ー
ス
の
世
界
的
ト
レ
ン
ド
は
、
私
に
は
ど
う
も
オ
ー
シ
ャ
ン
・

レ
ー
ス
の
本
質
を
欠
い
て
し
ま
い
、
た
だ
の
ル
ー
ル
の
た
め
の
ル
ー
ル
と
い
う
危
険
な
逸
脱
を
招
い
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

簡
単
に
折
れ
て
し
ま
う
マ
ス
ト
、
レ
ー
ス
ご
と
に
使
い
捨
て
の
よ
う
な
高
価
な
ケ
ミ
カ
ル
材
質
の
セ
ー
ル
、

軽
す
ぎ
る
艇
体
、
奴
隷
に
強
い
ら
れ
る
よ
う
な
惨
め
な
ア
コ
モ
デ
イ
シ
ョ
ン
。
そ
の
結
果
、
ヨ
ッ
ト
乗
り
た
ち

は
も
は
や
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
の
レ
ー
ス
を
好
ま
ず
、
コ
ミ
ッ
テ
ィ
も
そ
れ
を
危
険
と
判
断
し
て
控
え
る
と
い

う
全
く
愚
か
し
い
現
象
．

そ
の
一
方
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ズ
・
カ
ッ
プ
に
お
け
る
一
一
ツ
ポ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
チ
ー
ム
は
目
覚
ま
し
い

活
躍
を
と
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は
あ
く
ま
で
ア
メ
リ
カ
ズ
・
カ
ッ
プ
と
い
う
別
個
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

ヨ
ッ
ト
・
レ
ー
ス
で
あ
っ
て
、
決
し
て
オ
ー
シ
ャ
ン
・
レ
ー
ス
で
は
あ
り
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
心
得
て

ご
－

お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

我
々
は
都
会
を
出
て
海
に
出
会
い
、
入
江
を
出
て
よ
り
は
る
か
大
き
な
水
の
連
な
り
に
憧
れ
る
か
ら
こ
そ

オ
ー
シ
ャ
ン
・
レ
ー
ス
を
試
承
る
の
で
あ
っ
て
、
か
っ
て
Ｊ
Ｏ
Ｇ
と
い
え
ど
も
大
洋
を
目
指
し
て
出
か
け
ま

４
７
フ
ィ
ー
ト
の
大
き
さ
の
船
が
突
然
大
波
で
転
覆
す
る
、
波
に
も
ま
れ
て
い
る
間
に
あ
っ
け
な
く
キ
ー

ル
が
外
れ
て
し
ま
う
。
一
昨
年
の
ケ
ン
ウ
ッ
ド
・
カ
ッ
プ
の
ヲ
ど
の
事
故
も
ま
た
一
度
の
座
礁
で
キ
ー
ル

が
簡
単
に
折
れ
て
外
れ
て
し
ま
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
華
著
で
そ
れ
ゆ
え
危
険
な
船
を
選
ん
で
乗
る
こ
と
で
、
我
々
人
間
は
一
体
何
を
そ
の
代
償
と
し

て
得
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
所
詮
は
命
あ
っ
て
の
楽
し
み
で
あ
る
は
ず
な
の
に
。

か
っ
て
ア
ド
ミ
ラ
ル
・
カ
ッ
プ
で
の
大
遭
難
の
折
り
、
参
加
し
て
無
事
に
帰
国
し
た
日
本
の
代
表
艇
た
ち

は
、
あ
の
程
度
の
時
化
な
ら
日
本
で
は
年
中
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
相
対
的
に
な
が
め
て
、
世
界
で

〃
Ｉ
も
っ
と
も
条
件
の
悪
い
、
荒
い
海
、
危
険
な
海
で
走
る
我
々
日
本
の
セ
ー
ラ
ー
こ
そ
が
、
人
間
た
ち
が
作
っ
て

き
た
ル
ー
ル
が
、
実
は
海
と
い
う
い
ま
だ
に
不
可
知
な
相
手
に
逸
脱
の
末
に
適
合
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
う
警
告
を
発
し
、
自
ら
ま
ず
強
く
反
省
す
べ
き
だ
と
信
じ
ま
す
。

そ
れ
を
試
み
ぬ
限
り
、
我
々
は
今
回
の
犠
牲
に
報
い
る
こ
と
も
出
来
ぬ
し
、
他
の
多
く
の
仲
間
た
ち
へ
の
責

任
を
果
た
す
こ
と
に
も
な
ら
ぬ
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
そ
う
し
た
努
力
の
上
に
、
屈
す
る
こ
と
な
く
海
に
挑
み
レ
ー
ス
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
海

で
死
ん
だ
仲
間
た
ち
へ
の
真
の
弔
い
と
も
な
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

し
た
。
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